


い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 

 (2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1呼吸器外科           2消化器外科          3乳腺外科           4心臓外科           

  5血管外科             6心臓血管外科        7内分泌外科         8小児外科 

 診療実績 
乳腺外科、内分泌外科：乳腺・内分泌外科にて医療を提供している。 
心臓血管外科：心臓外科、血管外科にて医療を提供している。 
 
 
(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 
 8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   

14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 
(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1小児歯科   2矯正歯科  3口腔外科 

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

1 児童精神科   2 病理診断科   3 リハビリテーション科   4 糖尿病・内分泌内科  

5 老年内科     6 移植外科     7 形成外科          8 乳腺・内分泌外科        

9 脳神経内科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

50床 床 床 床 1,030床 1,080床 

 

 



 

 

 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 
 医  師        402人  352人    680人  看 護 補 助 者          60人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師          9人   30人     35人  理 学 療 法 士          36人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   87人 

 薬 剤 師          85人  12人   95.1人  作 業 療 法 士           10人 衛生検査技

師 

    0人 

 保 健 師          0人   0人      0人  視 能 訓 練 士           13人 そ の 他           0人 

 助 産 師         40人 2人   41.4人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     3人 

 看 護 師        1112人 36人 1135.1人  臨 床 工 学 士  40人 医療社会事業従

事者 

   11人 

 准 看 護 師         1人   0人     1人  栄  養  士             0人 その他の技術員          104人 

 歯科衛生士    7人   0人     7人  歯 科 技 工 士           1人 事 務 職 員   338人 

 管理栄養士    10人   0人    10人  診療放射線技師   73人 その他の職員           11人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 
     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 100 人 眼 科 専 門 医 12 人 

外 科 専 門 医 101 人 耳鼻咽喉科専門医 12 人 

精 神 科 専 門 医 16 人 放射線科専門医 27 人 

小 児 科 専 門 医 26 人 脳神経外科専門医 26 人 

皮 膚 科 専 門 医 7 人 整形外科専門医 48 人 

泌尿器科専門医 9 人 麻 酔 科 専 門 医 15 人 

産婦人科専門医 28 人 救 急 科 専 門 医 7 人 

  合 計 434 人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 小寺 泰弘 ） 任命年月日 平成 31 年 4 月 1 日 

平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日まで、名古屋大学医学部附属病院材料部長を務め、医療

機器安全管理責任者であった。 

 

平成 29 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで、名古屋大学医学部附属病院医療機器総合管理部長

を務め、医療機器安全管理責任者であった。 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 
 １日当たり平均入院患者数     718.6人        7.3人       725.9人 

 １日当たり平均外来患者数       2005.8人       80.8人      2086.6人 

 １日当たり平均調剤数                                                               726.2 剤 

必要医師数 190.1人  

必要歯科医師数 5人  

必要薬剤師数 24人  

必要（准）看護師数 433人  

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 
集中治療室 

 

 

 2,113m 2 

 

 

鉄筋コン 

クリート 

 

   病 床 数 52 床  心  電  計  有・無 
   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 
   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積     291 m 2      病床数     27  床 
［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積  54 m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 薬歴管理室、高度医療薬剤支援室 

化学検査室   559 m 2 鉄筋コンクリート   （主な設備）生化学自動分析装置、免疫自動分析装置 
細菌検査室   128 m 2 鉄筋コンクリート   （主な設備）バクテアラート３Ｄ、マイクロスキャン 
病理検査室   341 m 2 鉄筋コンクリート   （主な設備）検体検査装置クリオスタット、自動脱水包埋装置 
病理解剖室    66 m 2 鉄筋コンクリート   （主な設備）解剖台、クリーンベンチ、臓器撮影台 
研 究 室   142 m 2 鉄筋コンクリート   （主な設備）次世代シーケンサー、質量分析装置 
講 義 室    55 m 2 鉄筋コンクリート    室数     １ 室  収容定員          35人 
図 書 室    41 m 2 鉄筋コンクリート    室数     １  室  蔵 書 数     8,400冊程度 
(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 72.9％ 逆 紹 介 率 67.9％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                      13,211 人 
Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                   12,706 人 
Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                     441 人 
Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                      18,706 人 
(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

柵木 充明 愛知県医師会 

会長 

○ 愛知県医師会長

を務めており，医

療安全に精通し

ているため。 

有・無 1 

三島 信彦 AOI 名古屋病院 

病院長 

 AOI 名古屋病院 

病院長を務めて

おり，医療安全に

精通しているた

め。 

有・無 1 

長谷川  ふ

き子 

成田・長谷川法

律事務所 弁

護士 

 医療安全管理を

得意とする弁護

士であり，法律に

関する高い識見

を有しているた

め。 

有・無 1 

芦田 豊 全国健康保険

協会 愛知支

部 支部長 

 全国健康保険協

会愛知支部長を

務めており，医療

を受ける者とし

て，医療に係る高

い見識を有して

いるため。 

有・無 2 

中東 正文 名 古 屋 大 学 

副総長 

 総長が指名する

理事・副総長 

有・無 3 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

本院ホームページ上に公表。 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

21人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人　

4人　

5人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

骨髄由来間葉系細胞による顎骨再生療法

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法　膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

S-1内服投与、シスプラチン静脈内投与及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法　腹膜播種を伴う初発
の胃がん

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

特になし

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 73 56 ベーチェット病 64
2 筋萎縮性側索硬化症 63 57 特発性拡張型心筋症 78
3 脊髄性筋萎縮症 1 58 肥大型心筋症 23
4 原発性側索硬化症 3 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 10 60 再生不良性貧血 37
6 パーキンソン病 259 61 自己免疫性溶血性貧血 3
7 大脳皮質基底核変性症 5 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1
8 ハンチントン病 3 63 特発性血小板減少性紫斑病 64
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 2
10 シャルコー・マリー・トゥース病 2 65 原発性免疫不全症候群 20
11 重症筋無力症 99 66 IgＡ 腎症 54
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 24
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 97 68 黄色靱帯骨化症 13

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
64 69 後縦靱帯骨化症 63

15 封入体筋炎 6 70 広範脊柱管狭窄症 2
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 102
17 多系統萎縮症 25 72 下垂体性ADH分泌異常症 26
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 93 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1
19 ライソゾーム病 6 74 下垂体性PRL分泌亢進症 8
20 副腎白質ジストロフィー 1 75 クッシング病 12
21 ミトコンドリア病 6 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 1
22 もやもや病 62 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 61
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 110
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 2 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 1
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 28 83 アジソン病 1
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 97
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 50
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 64
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 106
34 神経線維腫症 84 89 リンパ脈管筋腫症 11
35 天疱瘡 11 90 網膜色素変性症 33
36 表皮水疱症 5 91 バッド・キアリ症候群 8
37 膿疱性乾癬（汎発型） 2 92 特発性門脈圧亢進症 1
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 0 93 原発性胆汁性胆管炎 40
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 18
40 高安動脈炎 27 95 自己免疫性肝炎 30
41 巨細胞性動脈炎 1 96 クローン病 351
42 結節性多発動脈炎 6 97 潰瘍性大腸炎 398
43 顕微鏡的多発血管炎 20 98 好酸球性消化管疾患 2
44 多発血管炎性肉芽腫症 5 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 9 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 5 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 9 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 196 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 81 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 83 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
52 混合性結合組織病 12 107 若年性特発性関節炎 3
53 シェーグレン症候群 22 108 TNF受容体関連周期性症候群 1
54 成人スチル病 5 109 非典型溶血性尿毒症症候群 2
55 再発性多発軟骨炎 3 110 ブラウ症候群 0

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 1 166 弾性線維性仮性黄色腫 1
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 167 マルファン症候群 8
113 筋ジストロフィー 11 168 エーラス・ダンロス症候群 3
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 169 メンケス病 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
116 アトピー性脊髄炎 0 171 ウィルソン病 3
117 脊髄空洞症 0 172 低ホスファターゼ症 0
118 脊髄髄膜瘤 0 173 VATER症候群 0
119 アイザックス症候群 0 174 那須・ハコラ病 0
120 遺伝性ジストニア 1 175 ウィーバー症候群 0
121 神経フェリチン症 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
122 脳表ヘモジデリン沈着症 1 177 ジュベール症候群関連疾患 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 178 モワット・ウィルソン症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 179 ウィリアムズ症候群 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0

126 ペリー症候群 0 181 クルーゾン症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 1 182 アペール症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1 183 ファイファー症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 185 コフィン・シリス症候群 0
131 アレキサンダー病 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 187 歌舞伎症候群 0
133 メビウス症候群 0 188 多脾症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 189 無脾症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
136 片側巨脳症 1 191 ウェルナー症候群 2
137 限局性皮質異形成 0 192 コケイン症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 194 ソトス症候群 0
140 ドラベ症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 197 １p36欠失症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1 198 ４p欠失症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
145 ウエスト症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
146 大田原症候群 0 201 アンジェルマン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 202 スミス・マギニス症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 203 22q11.2欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 204 エマヌエル症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
151 ラスムッセン脳炎 0 206 脆弱X症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1 208 修正大血管転位症 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 209 完全大血管転位症 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 210 単心室症 0
156 レット症候群 0 211 左心低形成症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 212 三尖弁閉鎖症 0
158 結節性硬化症 6 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0
159 色素性乾皮症 0 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 1
160 先天性魚鱗癬 3 215 ファロー四徴症 1
161 家族性良性慢性天疱瘡 0 216 両大血管右室起始症 0
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 4 217 エプスタイン病 0
163 特発性後天性全身性無汗症 0 218 アルポート症候群 1
164 眼皮膚白皮症 0 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
165 肥厚性皮膚骨膜症 1 220 急速進行性糸球体腎炎 5



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
221 抗糸球体基底膜腎炎 0 274 骨形成不全症 1
222 一次性ネフローゼ症候群 51 275 タナトフォリック骨異形成症 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 276 軟骨無形成症 2
224 紫斑病性腎炎 2 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
225 先天性腎性尿崩症 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

227 オスラー病 2 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
228 閉塞性細気管支炎 1 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
230 肺胞低換気症候群 0 283 後天性赤芽球癆 2
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
232 カーニー複合 0 285 ファンコニ貧血 0
233 ウォルフラム症候群 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 1

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 287 エプスタイン症候群 1

235 副甲状腺機能低下症 0 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 3
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1

238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 5 291
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸

型）
0

239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 1 292 総排泄腔外反症 0
240 フェニルケトン尿症 0 293 総排泄腔遺残 0
241 高チロシン血症1型 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
242 高チロシン血症2型 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
243 高チロシン血症3型 0 296 胆道閉鎖症 10
244 メープルシロップ尿症 0 297 アラジール症候群 0
245 プロピオン酸血症 0 298 遺伝性膵炎 0
246 メチルマロン酸血症 0 299 嚢胞性線維症 0
247 イソ吉草酸血症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 11
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 301 黄斑ジストロフィー 12
249 グルタル酸血症1型 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
250 グルタル酸血症2型 0 303 アッシャー症候群 0
251 尿素サイクル異常症 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 305 遅発性内リンパ水腫 1
253 先天性葉酸吸収不全 0 306 好酸球性副鼻腔炎 2
254 ポルフィリン症 0 307 カナバン病 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 308 進行性白質脳症 0
256 筋型糖原病 0 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0
257 肝型糖原病 0 310 先天異常症候群 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 311 先天性三尖弁狭窄症 0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0 312 先天性僧帽弁狭窄症 0

260 シトステロール血症 0 313 先天性肺静脈狭窄症 0
261 タンジール病 0 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

262 原発性高カイロミクロン血症 0 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0

263 脳腱黄色腫症 0 316 カルニチン回路異常症 0
264 無βリポタンパク血症 0 317 三頭酵素欠損症 0
265 脂肪萎縮症 0 318 シトリン欠損症 0
266 家族性地中海熱 6 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

267 高ＩｇＤ症候群 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

268 中條・西村症候群 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0

269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0

270 慢性再発性多発性骨髄炎 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
271 強直性脊椎炎 14 324 メチルグルタコン酸尿症 0
272 進行性骨化性線維異形成症 1 325 遺伝性自己炎症疾患 0
273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0 326 大理石骨病 0
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疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに

限る。）
0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 7

328 前眼部形成異常 0 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
329 無虹彩症 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・　病棟薬剤業務実施加算２

　・　データ提出加算

　・　入退院支援加算2

　・　入退院支援加算3

　・　認知症ケア加算

　・　せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・　精神疾患診療体制加算

　・　精神科急性期医師配置加算

　・　地域医療体制確保加算

　・　地域歯科診療支援病院入院加算

　・　特定集中治療室管理料１

　・　総合周産期特定集中治療室管理料

　・　小児入院医療管理料２

　・　小児入院医療管理料４

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・　地域歯科診療支援病院歯科初診料 　・　後発医薬品使用体制加算３

　・　歯科外来診療環境体制加算２ 　・　病棟薬剤業務実施加算１

　・　特定機能病院入院基本料

　　　　一般病棟　７対１入院基本料

　　　　精神病棟　７対１入院基本料

　・　救急医療管理加算

　・　超急性期脳卒中加算

　・　診療録管理体制加算１

　・　医師事務作業補助体制加算１

　・　急性期看護補助体制加算

　・　看護職員夜間配置加算

　・　療養環境加算

　・　重症者等療養環境特別加算

　・　無菌治療室管理加算１

　・　無菌治療室管理加算２

　・　緩和ケア診療加算

　・　精神科身体合併症管理加算

　・　精神科リエゾンチーム加算 　・

　・　摂食障害入院医療管理加算 　・

　・　医療安全対策加算１ 　・

　・　感染防止対策加算１ 　・

　・　患者サポート体制充実加算 　・

　・　褥瘡ハイリスク患者ケア加算 　・

　・　ハイリスク妊娠管理加算 　・

　・　ハイリスク分娩管理加算 　・

　・　呼吸ケアチーム加算 　・

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・　心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲
げる遠隔モニタリング加算

　・　糖尿病合併症管理料

　・　がん性疼痛緩和指導管理料

　・　がん患者指導管理料イ

　・　がん患者指導管理料ロ

　・　がん患者指導管理料ハ

　・　がん患者指導管理料ニ

　・　外来緩和ケア管理料

　・　移植後患者指導管理料（臓器移植後）

　・　移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植
後）

　・　糖尿病透析予防指導管理料

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・　入院時食事療養／生活療養（Ⅰ）
　・　人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・　ウイルス疾患指導料
　・　鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・　外来栄養食事指導料の注２ 　・　鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・　上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・　乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによる
もの）

　・　乳房切除術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・　乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ
節生検（単独）

　・　乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ
節生検（併用）

　・　乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を
伴わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うも
の））

　・　ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・　胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・　胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・　胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・　胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器
を用いる場合）

（様式第2）



　・　小児運動器疾患指導管理料

　・　乳腺炎重症化予防ケア・指導料

　・　肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜
合併切除を伴うもの）に限る。）

　・　胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超える
もので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・　腎代替療法指導管理料
　・　食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、等

　・　院内トリアージ実施料
　・　胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・　夜間休日救急搬送医学管理料の注３に掲げる救急搬送
看護体制加算

　・　縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・　外来放射線照射診療料 　・　経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・　ニコチン依存症管理料 　・　胸腔鏡下弁形成術

　・　療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加
算

　・　経カテーテル大動脈弁置換術

　・　がん治療連携計画策定料 　・　胸腔鏡下弁置換術

　・　肝炎インターフェロン治療計画料
　・　不整脈手術左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

　・　ハイリスク妊産婦連携指導料１ 　・　ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・　ハイリスク妊産婦連携指導料２
　・　ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リード
レスペースメーカー）

　・　薬剤管理指導料
　・　両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

　・　医療機器安全管理料１
　・　両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び
両心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・　医療機器安全管理料２
　・　植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植
込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・　医療機器安全管理料（歯科）
　・　植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は
皮下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（そ
の他のもの）及び経静脈電極抜去術



　・　ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

　・　がんゲノムプロファイリング検査

　・　先天性代謝異常症検査

　・　抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗Ｈ
ＬＡ抗体（抗体特異性同定検査）

　・　ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易
ジェノタイプ判定）

　・　ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

　・　検体検査管理加算（Ⅰ）
　・　腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるも
の）

　・　検体検査管理加算（Ⅳ） 　・　バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・　国際標準検査管理加算
　・　胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及
び肝切除（葉以上）を伴うものに限る。）

　・　在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料
　・　両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（心筋電極の場合）

　・　在宅腫瘍治療電場療法指導管理料
　・　両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静
脈電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動
器交換術（経静脈電極の場合）

　・　持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動す
る持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース
測定

　・　大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　・　持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動し
ない持続血糖測定器を用いる場合）

　・　経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・　遺伝学的検査 　・　補助人工心臓

　・　腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

　・　腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・　腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・　腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施する
もの）

　・　睡眠時歯科筋電図検査 　・　植込型補助人工心臓（非拍動流型）

　・　骨髄微小残存病変量測定 　・　同種心移植術

　・　骨格筋由来細胞シート心表面移植術

　・　経皮的下肢動脈形成術



　・　遺伝カウンセリング加算 　・　体外衝撃波胆石破砕術

　・　遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・　腹腔鏡下胆道閉鎖症手術

　・　心臓カテーテル法による諸検査の血管内視
鏡検査加算

　・　腹腔鏡下肝切除術

　・　胎児心エコー法 　・　生体部分肝移植術

　・　時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテ
スト

　・　同種死体肝移植術

　・　ヘッドアップティルト試験 　・　腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・　人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・　腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・　長期継続頭蓋内脳波検査 　・　早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・　長期脳波ビデオ同時記録検査１
　・　腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用
支援機器を用いる場合）

　・　脳波検査判断料１
　・　腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合）

　・　終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で
行うもの）

　・　体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・　神経学的検査
　・　腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用
支援機器を用いるもの）

　・　補聴器適合検査 　・　同種死体腎移植術

　・　黄斑局所網膜電図 　・　生体腎移植術

　・　全視野精密網膜電図 　・　膀胱水圧拡張術

　・　内服・点滴誘発試験
　・　腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術
用支援機器を用いる場合）



　・　画像診断管理加算３ 　・　腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・　ポジトロン断層撮影 　・　腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

　・　ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮
影

　・　尿道形成手術（前部尿道）（性同一性障害
の患者に対して行う場合に限る。）

　・　ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
　・　尿道下裂形成手術（性同一性障害の患者に
対して行う場合に限る。）

　・　冠動脈ＣＴ撮影加算
　・　陰茎形成術（性同一性障害の患者に対して
行う場合に限る。）

　・　血流予備量比コンピューター断層撮影 　・　人工尿道括約筋植込・置換術

　・　心臓ＭＲＩ撮影加算
　・　陰茎全摘術（性同一性障害の患者に対して
行う場合に限る。）

　・　乳房ＭＲＩ撮影加算
　・　精巣摘出術（性同一性障害の患者に対して
行う場合に限る。）

　・　小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算 　・　腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・　頭部ＭＲＩ撮影加算
　・　腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手
術用支援機器を用いるもの）

　・　全身ＭＲＩ撮影加算
　・　会陰形成手術（筋層に及ばないもの）（性同
一性障害の患者に対して行う場合に限る。）

　・　抗悪性腫瘍剤処方管理加算
　・　造腟術、腟閉鎖症術（遊離植皮によるもの、
腸管形成によるもの、筋皮弁移植によるもの）（性
同一性障害の患者に対して行う場合に限る。）

　・　外来化学療法加算１ 　・　腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・　連携充実加算
　・　子宮全摘術（性同一性障害の患者に対して
行う場合に限る。）

　・　無菌製剤処理料
　・　腹腔鏡下腟式子宮全摘術（性同一性障害
患者に対して行う場合に限る。）

　・　心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
　・　腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用
支援機器を用いる場合）



　・　脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
　・　腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに
対して内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・　運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
　・　腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに
限る。）

　・　呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
　・　腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに
限る。）

　・　がん患者リハビリテーション料
　・　子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（性同一性
障害の患者に対して行う場合に限る。）

　・　リンパ浮腫複合的治療料 　・　胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・　歯科口腔リハビリテーション料２
　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の12
に掲げる手術の休日加算１

　・　児童思春期精神科専門管理加算
　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の12
に掲げる手術の時間外加算１

　・　精神科作業療法
　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の12
に掲げる手術の深夜加算１

　・　認知療法・認知行動療法１
　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の16
に掲げる手術

　・　抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療
抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る。）

　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の19
に掲げる手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に
対する乳房切除術に限る。）

　・　医療保護入院等診療料
　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の19
に掲げる手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に
対する子宮附属器腫瘍摘出術）

　・　口腔粘膜処置 　・　輸血管理料Ⅰ

　・　レーザー機器加算 　・　コーディネート体制充実加算

　・　静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するも
の）

　・　自己生体組織接着剤作成術

　・　導入期加算２及び腎代替療法実績加算 　・　同種クリオプレシピテート作製術

　・　ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 　・　人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算



　・　歯科技工加算１及び２ 　・　胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・　センチネルリンパ節加算 　・　広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・　四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性
腫瘍手術の注に掲げる処理骨再建加算

　・　麻酔管理料（Ⅰ）

　・　組織拡張器による再建手術（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・　麻酔管理料（Ⅱ）

　・　骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移
植（非生体）（同種骨移植（特殊なものに限
る。）））

　・　放射線治療専任加算

　・　骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養
軟骨移植術に限る。）

　・　外来放射線治療加算

　・　後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの） 　・　高エネルギー放射線治療

　・　椎間板内酵素注入療法 　・　１回線量増加加算

　・　腫瘍脊椎骨全摘術 　・　強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・　脳腫瘍覚醒下マッピング加算 　・　画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・　脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 　・　体外照射呼吸性移動対策加算

　・　頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの
（７本以上の電極による場合）に限る。）

　・　定位放射線治療

　・　脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交
換術

　・　定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・　仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺
激装置交換術（過活動膀胱）

　・　画像誘導密封小線源治療加算

　・　緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入
術（プレートのあるもの））

　・　病理診断管理加算２

　・　緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレー
ン挿入術）

　・　デジタル病理画像による病理診断



　・　網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内
視鏡を用いるもの）

　・　悪性腫瘍病理組織標本加算

　・　網膜再建術 　・　クラウン・ブリッジ維持管理料

　・　人工中耳植込術



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・　実物大臓器立体モデルによる手術計画
　　　（頭蓋顎顔面領域の骨変形、欠損若しくは骨折
　　　又は骨盤、四肢骨若しくは脊椎の骨格に変形を
　　　伴う疾患に係るものに限る。）

　・

　・　悪性黒色腫又は乳がんにおけるセンチネル
      リンパ節の同定と転移の検索

　・

　・　腹腔鏡下前立腺摘除術 　・

　・　膀胱水圧拡張術（間質性膀胱炎に係るものに限る。） 　・

　・　内視鏡的大腸粘膜下層剥離術 　・

　・　インプラント義歯 　・

　・　抗悪性腫瘍剤感受性検査
　　　（HDRA法又はCD－DST法）

　・

　・　泌尿生殖器腫瘍後腹膜リンパ節転移に対する腹腔
鏡下リンパ節郭清術

　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

剖　検　の　状　況 剖検症例数　　　　22　例　　　／　　剖検率      　7.6　%

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

18回/年

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

19,500,000 補

2,340,000 補

3,900,000 補

8,450,000 補

4,940,000 補

12,090,000 補

19,370,000 補

13,520,000 補

3,900,000 補

5,850,000 補

5,460,000 補

5,200,000 補

4,940,000 補

5,460,000 補

4,160,000 補

4,680,000 補

5,460,000 補

5,460,000 補

2,080,000 補

6,240,000 補

7,540,000 補

6,110,000 補

7,800,000 補

9,750,000 補

7,540,000 補

7,540,000 補

6,630,000 補

3,900,000 補

7,150,000 補

7,540,000 補

6,630,000 補

900,000 補

1,690,000 補

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

分子トレーシングを基盤としたがんと神経の細胞標的分子の創製 夏目　敦至
脳神経外科学（脳神経先端
医療学）

独立行政法人日本学術振興会

脳溝形成の個人差に着目した早産児神経発達予後予測モデルの開
発

城所　博之 小児科 独立行政法人日本学術振興会

レット症候群におけるマルチスケール精神病態の構成的理解 辻村　啓太 精神医学 独立行政法人日本学術振興会

デスモイド型線維腫症の病態に基づく診断、新規治療開発への学際
的・国際的共同研究

西田　佳弘 整形外科(ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科) 独立行政法人日本学術振興会

精神障害の神経・グリアネットワーク病態解明：病態に基づく診断体
系構築を目指して

尾崎　紀夫 精神医学 独立行政法人日本学術振興会

分散型制御による麻痺治療を実現するサイバネティクス技術開発 平田　仁 手の外科学 独立行政法人日本学術振興会

超早期ライフステージに着目した神経変性疾患の時空間特異性の解
明

勝野　雅央 神経内科学 独立行政法人日本学術振興会

マイオカインを標的とした運動による加齢関連疾患の制御機構の解
明と創薬への応用

大内　乗有
循環器内科学（分子循環器
寄附講座）

独立行政法人日本学術振興会

進行期神経芽腫に対するＫＩＲリガンド不一致臍帯血移植における分
子学的基盤の解析

高橋　義行 小児科学 独立行政法人日本学術振興会

グルカゴン関連蛋白と毛細血管機能にフォーカスした糖尿病性心筋
症の病態に関する研究

室原　豊明 循環器内科学 独立行政法人日本学術振興会

表皮脂質の異常による魚鱗癬発症メカニズムの解明と新規治療薬開
発への展開

秋山　真志 皮膚科学 独立行政法人日本学術振興会

肺移植後の慢性拒絶撲滅を目指す、自然免疫を温存した選択的免
疫抑制療法の創出

芳川　豊史 呼吸器外科 独立行政法人日本学術振興会

発達期遺伝子制御の異常に基づいた運動ニューロン変性機序の解
明

佐橋　健太郎 神経内科 独立行政法人日本学術振興会

グルカゴン依存性交感神経制御機構の解明と心血管病での役割ー
心事故予防を目指して

坂東　泰子（暮石泰
子）

循環器内科 独立行政法人日本学術振興会

大動脈瘤に対する新規バイオ医薬の開発 碓氷　章彦 心臓外科学 独立行政法人日本学術振興会

敗血症性多臓器不全におけるSTAT3の遺伝子治療による創薬科学
医療イノベーション

松田　直之 救急・集中治療医学 独立行政法人日本学術振興会

Ｗｎｔ/βカテニン・ＡＤＡＭ１０阻害による新規作用機序の変性関節
症治療薬の開発

石黒　直樹 整形外科学 独立行政法人日本学術振興会

腹膜中皮との相互作用による卵巣がんの悪性化・腹膜播種・進展機
序の解明

吉川　史隆 産婦人科学 独立行政法人日本学術振興会

可変培養環境下で合目的に調製した細胞外小胞によるカスケード的
骨再生法の開発

日比　英晴 顎顔面外科学 独立行政法人日本学術振興会

On the Job Training回避のための小児内視鏡手術前訓練の研究 内田　広夫 小児外科学 独立行政法人日本学術振興会

ゲノム解析に基づく抗精神病薬の開発を指向した大脳基底核回路の
神経薬理学的研究

山田　清文 薬剤部 独立行政法人日本学術振興会

がん関連線維芽細胞の多様性による免疫チェックポイント阻害薬の
効果予測の機序解明

安藤　雄一 化学療法部 独立行政法人日本学術振興会

悪液質に伴うサルコペニア治療の新たな標的としてのカテプシンＫに
関する研究

葛谷　雅文 地域在宅医療学・老年科学 独立行政法人日本学術振興会

メタボローム解析を活用した腎血漿流量とより正確な糸球体濾過量
推算式の開発

安田　宜成
循環器・腎臓・糖尿病
（CKD）先進医療

独立行政法人日本学術振興会

孤発性ALSにおける凝集型TDP-43の生体内伝播メカニズムの解明 井口　洋平 脳神経内科 独立行政法人日本学術振興会

心臓の硬化を制御するG蛋白質共役受容体の機能解明と心不全治
療薬シーズの探索

竹藤　幹人 循環器内科学 独立行政法人日本学術振興会

悪性中皮腫におけるオキシトシン受容体を標的とした新規治療法の
開発

田中　一大 呼吸器内科 独立行政法人日本学術振興会

CHRNB2を標的とした革新的がん抗体医薬とコンパニオン診断技術
の創出研究

神田　光郎 消化器外科学 独立行政法人日本学術振興会

膵癌細胞の早期転移とdormancyに関する機序解明とその治療法の
検討

山口　淳平 消化器外科一 独立行政法人日本学術振興会

神経膠腫における腫瘍進化的トラジェクションの解明と次世代個別化
医療の探索

夏目　敦至
脳神経外科学（脳神経先端
医療学）

独立行政法人日本学術振興会

アディポペリトクロストークに基づく卵巣癌腹膜進展に関する学際的
研究基盤の創成

梶山　広明 産婦人科学 独立行政法人日本学術振興会

致死性血栓症の克服を目指した補体3型受容体の機能解明 長野　文彦 腎臓内科 独立行政法人日本学術振興会

難治性熱帯皮膚病におけるマイクロバイオーム解析 村瀬　千晶 皮膚科 独立行政法人日本学術振興会

（様式第3）



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

480,000 補

480,000 補

780,000 補

780,000 補

780,000 補

130,000 補

910,000 補

1,170,000 補

1,430,000 補

390,000 補

1,430,000 補

650,000 補

1,560,000 補

1,040,000 補

910,000 補

1,040,000 補

1,170,000 補

1,170,000 補

650,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,040,000 補

1,300,000 補

1,170,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

780,000 補

1,040,000 補

650,000 補

1,300,000 補

780,000 補

1,300,000 補

1,170,000 補

中枢神経系におけるTwinfilin-1の機能解明 中井　剛 薬剤部 独立行政法人日本学術振興会

IoTを活用した手指衛生モニタリング 山下　佳子 メディカルITセンター 独立行政法人日本学術振興会

双極性障害の運転適性を判断する臨床指標の探索 岩本　邦弘 精神医学 独立行政法人日本学術振興会

SNRIの疼痛緩和メカニズム探索に関する基礎および臨床の連携研
究

木村　宏之 精神医学 独立行政法人日本学術振興会

小児肝移植後持続性高EBウイルス血症の病態及びグラフト肝におけ
る線維化機序の解明

亀井　秀弥 移植外科 独立行政法人日本学術振興会

スコットランドと日本における糖尿病、認知症とソーシャルキャピタルと
の関連性

末松　三奈 地域医療教育学寄附講座 独立行政法人日本学術振興会

MECP2を起点とした精神神経疾患の共通分子病態の解明 辻村　啓太 精神医学 独立行政法人日本学術振興会

中性脂質蓄積制御からの脂肪肝/脂肪肝炎の予防治療薬の開拓 大城　太一 消化器内科 独立行政法人日本学術振興会

ALS/FTLDおよびタウオパチーに共通する病態基盤の解明 石垣　診祐 新学術領域 独立行政法人日本学術振興会

高齢者がん治療におけるQOL情報の有用性に関する研究 安藤　昌彦 先端医療開発部 独立行政法人日本学術振興会

球脊髄性筋萎縮症に対するリュープリロレリン酢酸塩長期投与時の
有効性評価

橋詰　淳 脳神経内科 独立行政法人日本学術振興会

脳血管奇形に対するフレームレス光子線高精度照射法の精度向上
と低侵襲化の検討

大宝　和博
量子医学（量子介入治療
学）

独立行政法人日本学術振興会

次世代シーケンサーを用いた若年性骨髄単球性白血病のメチル化
解析法の開発

村松　秀城 小児科 独立行政法人日本学術振興会

急性肝不全モデル動物におけるMCP-1,ｓSiglec9の有用性 石上　雅敏 消化器内科 独立行政法人日本学術振興会

好塩基球の慢性気道炎症難治化因子およびバイオマーカーとして
の可能性

若原　恵子 呼吸器内科 独立行政法人日本学術振興会

腹膜組織解析による腹膜硬化症から被嚢性腹膜硬化症への進展機
序とリスク因子の検討

鈴木　康弘
腎不全システム治療学寄附
講座

独立行政法人日本学術振興会

腹膜透析による補体系への影響と、腹膜傷害進展への機序の解明
及びその制御

水野　正司
腎不全システム治療学寄附
講座

独立行政法人日本学術振興会

糖尿病性腎臓病における２つのフルクトース代謝酵素の役割の解明
とその治療応用

石本　卓嗣 腎臓内科 独立行政法人日本学術振興会

日本の一次性膜性腎症における責任抗原ごとの病態理解と新規診
断法の確立

秋山　真一
腎臓内科学（特任研究ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ）

独立行政法人日本学術振興会

移植前にGVHD関連T細胞を推定するヒト急性GVHDにおけるT細胞
応答の解析

村田　誠 血液・腫瘍内科学 独立行政法人日本学術振興会

T細胞レセプター遺伝子導入T細胞における細胞内シグナルの増強 寺倉　精太郎 血液内科 独立行政法人日本学術振興会

膵神経内分泌腫瘍自然発生マウスモデルを用いた腫瘍免疫療法の
研究開発

菊森　豊根 乳腺･内分泌外科 独立行政法人日本学術振興会

局所切除可能な十二指腸乳頭部癌の新規診断方法の開発 川嶋　啓揮 消化器内科 独立行政法人日本学術振興会

肝切除のためのリアルタイムナビゲーションシステムの開発 伊神　剛 消化器外科一 独立行政法人日本学術振興会

深紫外線による新規癌治療法の開発 宮田　一志 消化器外科一 独立行政法人日本学術振興会

Trefoil Factorを軸としたBarrett食道発癌機序の解明 深谷　昌秀 消化器外科一 独立行政法人日本学術振興会

Xa阻害剤をターゲットとした新しい血管病治療の探索研究 坂野　比呂志 血管外科 独立行政法人日本学術振興会

補体活性化制御によるSTEC-HUSの治療を目指した基盤研究 尾崎　将之
救急科（救急・内科系集中
治療部）

独立行政法人日本学術振興会

パスウェイ異常の同定によるもやもや病発症メカニズムの解明 荒木　芳生 脳神経外科 独立行政法人日本学術振興会

新規自己集合体ペプチドゲルを足場とした骨再生 安藤　圭 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

R-spondin2を通じた変形性関節症の分子機構の解明とその治療薬
の応用開発

竹上　靖彦 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

高齢者運動器疾患の全身網羅的長期縦断解析と健康寿命延伸のた
めの介入プログラム策定

今釜　史郎 整形外科学 独立行政法人日本学術振興会

炎症性サイトカインからみた内耳性難聴の病態解明と個別化医療へ
の応用

寺西　正明 耳鼻咽喉科学 独立行政法人日本学術振興会

網膜疾患関連遺伝子の機能解析のための新規CRISPR-Cas9ベク
ターの開発

藤田　幸輔 眼科 独立行政法人日本学術振興会

メカノトランスダクションと幹細胞体内移動メカニズムを応用した組織
再生法の開発

藤尾　正人 顎顔面外科学 独立行政法人日本学術振興会



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

1,300,000 補

910,000 補

1,430,000 補

780,000 補

1,300,000 補

910,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,170,000 補

780,000 補

650,000 補

1,040,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

910,000 補

1,430,000 補

1,040,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

1,300,000 補

1,170,000 補

1,170,000 補

1,430,000 補

1,820,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

神経損傷後の加齢に伴う機能回復阻害因子を克服する薬理学的ア
プローチ

栗本　秀 手の外科学 独立行政法人日本学術振興会

超音波内視鏡下エラストグラフィによる組織硬度測定による膵癌の臨
床病理学的病態解析

大野　栄三郎 消化器内科 独立行政法人日本学術振興会

異常タンパク分解系を標的とした運動ニューロン疾患治療薬の開発 藤内　玄規 脳神経内科（祖父江研） 独立行政法人日本学術振興会

がん薬物療法における抗がん薬曝露に対する科学的エビデンスの
創出

満間　綾子 化学療法部（がんプロ） 独立行政法人日本学術振興会

リーリン欠失統合失調症患者モデルマウスを用いた発症メカニズムの
解明

森　大輔 脳とこころの研究センター 独立行政法人日本学術振興会

呼吸器悪性腫瘍における血管新生阻害治療の低侵襲な効果予測法
を確立をめざす研究

森瀬　昌宏 呼吸器内科 独立行政法人日本学術振興会

頭部MRIによる多系統萎縮症の進展様式の解明 原　一洋 脳神経内科 独立行政法人日本学術振興会

候補遺伝子アプローチによる筋萎縮性側索硬化症病態関連遺伝子
の探索

中村　亮一 脳神経内科 独立行政法人日本学術振興会

染色体22q11.2欠失がもたらす脳内ストレス脆弱性機構の解明 有岡　祐子 先端医療開発部 独立行政法人日本学術振興会

疾患コホートを用いた22q11.2欠失症候群の表現型の追跡とゲノムバ
リアント探索

小川　しおり 精神科 独立行政法人日本学術振興会

深層学習・人工知能技術を用いた音声認識システムによるうつ病重
症度推定機器の開発

稲田　俊也 精神医学 独立行政法人日本学術振興会

超高精細形態画像と機能画像の統合解析による早期肺癌の次世代
予後予測モデルの確立

岩野　信吾 量子医学 独立行政法人日本学術振興会

"再生"を用いた新生児/小児肺高血圧症に対する新規治療法の開
発

齊藤　明子
小児科（総合周産期（新生
児））

独立行政法人日本学術振興会

神経芽腫に対するGD2を標的とした新規キメラ抗原受容体遺伝子改
変T細胞療法の開発

西尾　信博 先端医療開発部 独立行政法人日本学術振興会

マウスモデルを用いた再生不良性貧血の新規遺伝子機能解析 成田　敦 小児科 独立行政法人日本学術振興会

次世代シークエンスによる包括的な重症感染症リキッドバイオプシー 伊藤　嘉規 小児科学 独立行政法人日本学術振興会

家族性WPW症候群における全エクソーム解析による原因遺伝子の
探索

深澤　佳絵 小児科 独立行政法人日本学術振興会

妊娠高血圧症候群に起因するSGAの慢性肺疾患の重症化機序解明
と新規治療法開発

早川　昌弘
小児科（総合周産期（新生
児））

独立行政法人日本学術振興会

医療経済からみた経カテーテル大動脈弁置換術の適応限界の検証 徳田　順之 心臓外科 独立行政法人日本学術振興会

マイクロRNAと脂肪幹細胞由来エクソソームを用いた、敗血症性AKI
治療開発

加藤　規利 腎臓内科 独立行政法人日本学術振興会

慢性腎臓病患者における腸内細菌叢の変化とその改善による新規
治療戦略の開発

加藤　佐和子
腎臓内科学（特任研究ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ）

独立行政法人日本学術振興会

AKIにおける、CCR7を介したC5a経路制御機構の解明 小島　博
腎不全システム治療学寄附
講座

独立行政法人日本学術振興会

間葉系幹細胞治療における現在の問題点を解決する新たな細胞治
療用カラムの開発

古橋　和拡 腎臓内科（血液浄化部） 独立行政法人日本学術振興会

難治性腎疾患におけるCaMK4を介した新規ポドサイト特異的治療法
の開発

前田　佳哉輔 腎臓内科 独立行政法人日本学術振興会

急性骨髄性白血病における変異型セリンプロテアｰゼの高発現とそ
の生物学的意義の解明

石川　裕一 血液・腫瘍内科学 独立行政法人日本学術振興会

骨髄増殖性腫瘍とその二次性白血病におけるinitiating変異の同定と
機能解析

牛島　洋子 血液内科 独立行政法人日本学術振興会

抗PD-1抗体誘発甲状腺炎マウスモデルを用いた免疫関連有害事象
の発症機序の解明

岩間　信太郎 糖尿病･内分泌内科 独立行政法人日本学術振興会

脂肪幹細胞を用いた術後肝障害に対する新規予防治療法の開発 尾上　俊介 消化器外科一 独立行政法人日本学術振興会

食道癌に対する新たな抗体医薬とコンパニオン診断技術の開発研
究

小池　聖彦 消化器外科 独立行政法人日本学術振興会

Trefoil Factorと肝発癌の関連および肝癌新規治療法開発に関する
研究

江畑　智希 腫瘍外科学 独立行政法人日本学術振興会

血中循環腫瘍細胞の生着および非対称分裂・自己組織化に対する
癌転移抑制法の開発

相場　利貞 消化器外科一 独立行政法人日本学術振興会

Invisible膵癌に対する新規診断治療法の開発 渡辺　伸元 腫瘍外科学 独立行政法人日本学術振興会

膵癌EMTに関するtumor-educated plateletsの応用可能性 服部　憲史 消化器外科二 独立行政法人日本学術振興会

腫瘍由来エクソソームによる膵癌マルチオミクス・プロファイリングの挑
戦と臨床応用

山田　豪 消化器外科学 独立行政法人日本学術振興会

補助人工心臓ドライブライン感染制御等のための抗菌ポリマーを用
いた部材の開発

寺澤　幸枝 心臓外科 独立行政法人日本学術振興会



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

1,300,000 補

1,430,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

910,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

2,080,000 補

1,690,000 補

1,560,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

2,210,000 補

910,000 補

1,300,000 補

780,000 補

1,950,000 補

1,690,000 補

1,690,000 補

1,040,000 補

260,000 補

1,170,000 補

1,170,000 補

2,080,000 補

1,690,000 補

1,430,000 補

2,210,000 補

1,430,000 補

クラリスロマイシンとモンテルカストによる大動脈瘤治療と閉塞性肺疾
患との逆説解明

成田　裕司 心臓外科 独立行政法人日本学術振興会

脳死関連肺障害の病態解明と予防・治療法の開発ー特にNPYと
VEGFと関連して

西脇　公俊 麻酔・蘇生医学 独立行政法人日本学術振興会

吸入麻酔薬後のケモカインCXCL12-CXCR4発現不均衡と血管新生 平井　昂宏 麻酔科 独立行政法人日本学術振興会

Xenopus由来因子のエピゲノム制御による神経系細胞の系譜転換と
神経再生

西村　由介 脳神経外科 独立行政法人日本学術振興会

スーパーエンハンサー形成が誘導する悪性脳腫瘍の異常クロマチン
リモデリングの解明

大岡　史治 脳神経外科学 独立行政法人日本学術振興会

Augmented Reality(AR)を用いた次世代型関節鏡システムの開発 山本　美知郎 手の外科学 独立行政法人日本学術振興会

ドラッグリポジショニングによるペルテス病の新規治療法の開発 三島　健一 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

FGFR3インヒビターの局所投与による骨伸長促進効果の検討 長田　侃 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

代謝リプログラミング制御による軟骨破壊抑制ー新規関節リウマチ治
療を目指してー

小嶋　俊久 整形外科学 独立行政法人日本学術振興会

ヒアルロン酸レセプターCD44の断片化阻害による、軟骨細胞の脱分
化抑制効果

高橋　伸典 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

新規軟骨無形成症治療薬開発研究 松下　雅樹
整形外科（障害児（者）寄附
講座）

独立行政法人日本学術振興会

脳機能解析を応用した疼痛評価システムの開発 岩月　克之 手の外科 独立行政法人日本学術振興会

難治性再発卵巣腫瘍を標的とした改変型腫瘍溶解性ウイルスの開発 那波　明宏 産婦人科学 独立行政法人日本学術振興会

アディポネクチン関連因子の網膜機能・形態に及ぼす影響について
の検討

上野　真治 眼科 独立行政法人日本学術振興会

原因不明のシリコーンオイル関連視力低下(SORVL)は完全に予防で
きるのか？

兼子　裕規 眼科 独立行政法人日本学術振興会

大気圧プラズマのケロイド・肥厚性瘢痕に与える影響に関する基礎的
研究

亀井　譲 形成外科学 独立行政法人日本学術振興会

ヒト毛包原基大量培養法を用いた毛髪再生医療実現化に関する基
礎的研究

蛯沢　克己 形成外科 独立行政法人日本学術振興会

エクソソームによる放射線性顎骨壊死の治療法開発と機序解明 岡部　一登 歯科口腔外科 独立行政法人日本学術振興会

口腔癌に対する免疫チェックポイント阻害薬を用いた免疫温熱療法 山本　憲幸 歯科口腔外科 独立行政法人日本学術振興会

急性期病院におけるフレイルおよび高齢者の総合的アセスメントに関
する研究

大西　丈二 老年内科 独立行政法人日本学術振興会

「博物館」で施行する手術教育 藤原　道隆
クリニカルシミュレーションセ
ンター

独立行政法人日本学術振興会

分子シミュレーション解析と数理モデルによる肺がん分子標的薬の薬
効予測の研究

菅野　亜紀 メディカルITセンター 独立行政法人日本学術振興会

外来診療における慢性疼痛とオラリティ 大山　慎太郎 メディカルITセンター 独立行政法人日本学術振興会

炎症性腸疾患における新規粘膜関連細菌叢検出法を用いた腸粘膜
炎症プロファイルの作成

中村　正直 消化器内科 独立行政法人日本学術振興会

免疫介在性ニューロパチーの疾患活動性を反映する新規バイオ
マーカーの開発

飯島　正博 神経内科学 独立行政法人日本学術振興会

非全身性血管炎性ニューロパチーの病態解明と新規治療法の開発 小池　春樹 神経内科学 独立行政法人日本学術振興会

神経性やせ症AN・回避制限型食物摂取症ARFIDの病態解明と新規
治療法の開発

田中　聡 精神科 独立行政法人日本学術振興会

産後に抑うつ状態を呈する要介入者を選定するツールの開発 中村　由嘉子 精神医学 独立行政法人日本学術振興会

ホウ素中性子捕捉療法における中性子ビーム強度変調システムの開
発

加茂前　健 放射線科 独立行政法人日本学術振興会

肺高血圧症の閉塞性病変における平滑筋細胞形質変換のプロテ
オームによる網羅的解析

加藤　太一 小児科学 独立行政法人日本学術振興会

先進的MRI解析によるDuchenne型筋ジストロフィーの脳構造・機能異
常の解明

夏目　淳
小児科学（障害児（者）寄附
講座）

独立行政法人日本学術振興会

脳波-近赤外分光法同時記録を用いたサブプレート・ニューロンの脳
血流動態の解明

城所　博之 小児科 独立行政法人日本学術振興会

消化器がん化学療法における新規バイオマーカーとしてのDNAメチ
ル化の探索的研究

前田　修
化学療法部（がんﾌﾟﾛがん薬
物療法学）

独立行政法人日本学術振興会

HBs抗原陰性化に関わるB型肝炎ウイルス変異と腸内細菌叢が及ぼ
す免疫応答の解明

本多　隆 消化器内科学 独立行政法人日本学術振興会

脂肪組織由来間葉系前駆細胞を用いた血管新生療法の分子基盤
探索

柴田　玲
循環器内科学（先進循環器
寄附講座）

独立行政法人日本学術振興会



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

1,690,000 補

2,210,000 補

2,210,000 補

2,210,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

1,690,000 補

1,430,000 補

910,000 補

1,690,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,170,000 補

1,170,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

2,080,000 補

1,560,000 補

1,690,000 補

1,560,000 補

1,040,000 補

2,990,000 補

2,340,000 補

2,470,000 補

1,170,000 補

2,210,000 補

1,300,000 補

1,950,000 補

11,180,000 補

2,080,000 補

1,300,000 補

3,380,000 補

3,640,000 補

重症呼吸器感染症の免疫動態解明とIL-7を含めた新規免疫療法ス
トラテジーの構築

進藤　有一郎 呼吸器内科 独立行政法人日本学術振興会

特異的な間葉系幹細胞マーカーMeflinを介した腎線維化の機序解
明と治療法の開発

齋藤　尚二 腎臓内科 独立行政法人日本学術振興会

高温環境によるCKD発症の病態解明と細胞老化制御を介した治療
標的の探索

佐藤　由香 腎臓内科 独立行政法人日本学術振興会

糖尿病性腎・肝疾患に対する新規治療標的としてのBsgの有用性 小杉　智規 腎臓内科学 独立行政法人日本学術振興会

自己炎症性角化症におけるプレシジョンメディシンの開発 武市　拓也 皮膚科 独立行政法人日本学術振興会

皮膚筋炎におけるRNA編集酵素ADAR1の自己免疫応答ともたらす
病態

室　慶直 皮膚科学 独立行政法人日本学術振興会

血管増殖におけるVWF-HBDの同定と抑制型VEGFアイソフォームと
の相互作用

松下　正 輸血部 独立行政法人日本学術振興会

TKI時代のPh+ALLにおける多角的予後因子分析 西脇　聡史 先端医療開発部 独立行政法人日本学術振興会

悪性リンパ腫の多様性から解く臓器指向性の解明と新規治療への応
用

島田　和之 血液内科 独立行政法人日本学術振興会

ヒトES細胞・iPS細胞を用いた視床下部神経幹細胞の創出 須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科 独立行政法人日本学術振興会

縫合不全と術後癒着防止のための自己支持性高分子超薄膜(ナノ
シート)の開発

横田　一樹 小児外科 独立行政法人日本学術振興会

亜鉛をターゲットとした閉塞性動脈硬化症に対する新しい治療戦略 古森　公浩 血管外科 独立行政法人日本学術振興会

生体吸収性・良操作性・骨再生能を持つ多機能骨髄止血材の開発 伊藤　英樹 心臓外科 独立行政法人日本学術振興会

心筋梗塞後急性炎症に対する炎症制御因子介入による心筋サル
ベージ療法

藤本　和朗
心臓外科（重症心不全治療
ｾﾝﾀｰ）

独立行政法人日本学術振興会

認知予備力とミトコンドリア機能の脆弱性との関連を探る 三澤　知子 麻酔科 独立行政法人日本学術振興会

外因性hyaluronanの軟骨細胞における役割の解明 横田　裕 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

骨延長マウスモデルにおけるメクロジンのFGFR3抑制効果の検討 神谷　庸成 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

術中脊髄モニタリング波形解析による術後麻痺予防に向けた新たな
アラームポイント策定

小林　和克 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

排尿筋低活動に対する人工知能を用いた診断法の開発と非侵襲的
バイオマーカーの探索

松川　宜久 泌尿器科 独立行政法人日本学術振興会

顆粒膜細胞障害に着目した子宮内膜症における卵胞発育障害の解
明

中村　智子 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

治療抵抗性絨毛癌に対する全ゲノム解析に基づいた複合的がん免
疫治療の確立

新美　薫 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

医療技能のデジタル化で実現する卵巣腫瘍の革新的診断システム
の開発

池田　芳紀 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

エピゲノム編集による抹消血を用いた網膜色素変性病因遺伝子の発
現解析法の開発

西口　康二 眼科 独立行政法人日本学術振興会

深層学習を利用した血流波形解析による微小血管吻合部の開存度
の判別システムの開発

中村　優 形成外科 独立行政法人日本学術振興会

人工内耳両側装用者における聴覚処理プロセスの解明 吉田　忠雄 耳鼻いんこう科 独立行政法人日本学術振興会

リプロダクティブヘルスケア/ライツ啓発を組み入れた新規早発卵巣
不全予測法の検証

後藤　真紀 産婦人科学 独立行政法人日本学術振興会

脂質網羅的解析による睡眠障害のメタボロミクスへの影響の検討 宮田　聖子 精神医学 独立行政法人日本学術振興会

家庭用の自動血圧計に実装する動脈硬化早期診断装置の開発 宮城　英毅 メディカルITセンター 独立行政法人日本学術振興会

膵疾患に対する超音波内視鏡検査の診断能向上を目的とした人工
知能の臨床応用

石川　卓哉 消化器内科学 独立行政法人日本学術振興会

ヒトES細胞・iPS細胞を用いた視床下部神経幹細胞の創出 須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科 独立行政法人日本学術振興会

多層的解析による精神疾患の脳・心臓病態解明：Diseasomeの具現
化へ

尾崎　紀夫 精神医学 独立行政法人日本学術振興会

血液脳関門透過性の再定義に向けて 長縄　慎二 量子医学 独立行政法人日本学術振興会

蛋白尿可視化透明モデル動物による特発性巣状分節性糸球体硬化
症の液性病因の解明

丸山　彰一 腎臓内科学 独立行政法人日本学術振興会

マルチオミクス解析による胃癌周術期化学療法の奏効度予測バイオ
マーカーの探索的研究

小寺　泰弘 消化器外科学 独立行政法人日本学術振興会

新規生分解性Mg気管内ステントの開発 内田　広夫 小児外科学 独立行政法人日本学術振興会



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

3,250,000 補

3,900,000 補

4,940,000 補

3,250,000 補

2,600,000 補

2,080,000 補

3,250,000 補

1,040,000 補

1,283,633 補

390,000 補

1,560,000 補

520,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

650,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

910,000 補

1,690,000 補

520,000 補

780,000 補

1,170,000 補

910,000 補

260,000 補

1,950,000 補

1,430,000 補

1,950,000 補

260,000 補

1,170,000 補

1,820,000 補

2,080,000 補

1,430,000 補

オルガノイドを用いた慢性呼吸不全に対する革新的治療法の開発 芳川　豊史 呼吸器外科 独立行政法人日本学術振興会

老化制御因子としての間葉系幹細胞ならびにそのexosomesに関する
研究

葛谷　雅文 地域在宅医療学・老年科学 独立行政法人日本学術振興会

線維芽細胞巣特異的造影マイクロCTによる肺線維症の免疫病理学
診断人工知能開発研究

橋本　直純 呼吸器内科 独立行政法人日本学術振興会

高機能性人工核酸を用いたアンチセンス核酸医薬による革新的消
化器系癌創薬研究

神田　光郎 消化器外科学 独立行政法人日本学術振興会

抗菌性ポリマーを利用した感染制御性人工血管の開発 碓氷　章彦 心臓外科学 独立行政法人日本学術振興会

超音波併用脳内局所広範囲薬剤投与法を用いた画期的なアルツハ
イマー病新規治療法開発

齋藤　竜太 脳神経外科学 独立行政法人日本学術振興会

運動による健康増進に関わる分泌型microRNAの同定と病態生理機
能の解明

大内　乗有
循環器内科学（分子循環器
寄附講座）

独立行政法人日本学術振興会

小児漢方医学の歴史的経緯と現代小児科学への応用 川島　希 小児科 独立行政法人日本学術振興会

自閉スペクトラム症多発家系の大規模エクソーム解析に基づく疾患
脆弱性因子の同定

木村　大樹
精神医学（精神医療学寄附
講座）

独立行政法人日本学術振興会

ANCA関連血管炎の病態評価に寄与する臨床検査法開発研究 菊地　良介 検査部 独立行政法人日本学術振興会

フレイルおよびサルコペニア予防のための骨格筋リモデリングと再生
機構解明

井上　愛子 老年内科 独立行政法人日本学術振興会

老化関連長鎖ノンコーディングRNAの制御による肺線維症難治性の
克服

阪本　考司 呼吸器内科 独立行政法人日本学術振興会

プロトロンビン変異体による血友病治療の可能性 鈴木　伸明 輸血部（検査部） 独立行政法人日本学術振興会

レプチンシグナルを介する新たなメカニズムを持つインスリン依存性
糖尿病治療薬の開発

伊藤　禎浩
循環器・腎臓・糖尿病
（CKD）先進医療

独立行政法人日本学術振興会

M1マクロファージからM２マクロファージへの形質転換を介した大動
脈瘤治療の試み

緒方　藍歌
心臓外科学（特任研究ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ）

独立行政法人日本学術振興会

クラリスロマイシンの多面的効果による、大動脈解離の分子病態是正
を介した治療研究

内田　亘 心臓外科 独立行政法人日本学術振興会

鎮痛・抗炎症薬「コルヒチン」を用いた大動脈瘤治療の基礎的検討 宗像　寿祥
心臓外科（重症心不全治療
ｾﾝﾀｰ）

独立行政法人日本学術振興会

海綿静脈洞部硬膜動静脈瘻と下垂体ホルモンとの因果関係に関す
る研究

西堀　正洋 脳神経外科 独立行政法人日本学術振興会

ヒアルロン酸による腱由来間葉系幹細胞の分化制御の解明と腱変性
予防への応用

浅井　秀司
先端医療開発部（整形外
科）

独立行政法人日本学術振興会

健診システムを利用した疾患特異的cohort作成による手指変形性関
節症の病態解明

中川　泰伸
手の外科（救急診療等運営
本部）

独立行政法人日本学術振興会

新規標的蛋白LAMP-2による絨毛癌転移機構の解明 西野　公博 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

ヒト生体内分子状水素濃度が妊娠に与える影響に関する研究 今井　健史 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

分子状水素の母獣投与による早産児の後遺症低減への取り組み 中野　知子 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

小児網膜疾患における網膜形態異常に対する多角的解析 野々部　典枝
眼科（総合周産期母子医療
センター）

独立行政法人日本学術振興会

加齢黄斑変性における病的新生血管の成熟と血管安定化の病態の
統合的解析

片岡　恵子 眼科 独立行政法人日本学術振興会

マクロファージ由来のエクソソームを用いた末梢神経再生研究 内堀　貴文 形成外科 独立行政法人日本学術振興会

精神疾患に関わる環境要因による脳内機能形態変化のメカニズムと
意義の解明

肥田　裕丈 薬剤部 独立行政法人日本学術振興会

非結核性抗酸菌に対する等温増幅法を用いたクラリスロマイシン耐
性遺伝子検出法の開発

稲垣　孝行 薬剤部 独立行政法人日本学術振興会

細胞外マトリックス制御による悪性末梢神経鞘腫瘍に対する新規治
療

生田　国大
整形外科（ゲノム医療セン
ター）

独立行政法人日本学術振興会

乳癌におけるYAP1の機能解明と、「YAP1阻害」による新たな治療法
の開発

柴田　雅央 乳腺･内分泌外科 独立行政法人日本学術振興会

乳がん術後薬物療法の治療意思決定に関わるプロセス 高野　悠子 化学療法部 独立行政法人日本学術振興会

cfDNAを用いた大腸癌特異的メチル化マーカーによる大腸癌存在診
断法の開発

清水　大 消化器外科二 独立行政法人日本学術振興会

凝固波形解析による血中フィブリノゲン解析を応用した新規出血リス
ク評価法の開発

鈴木　敦夫 検査部 独立行政法人日本学術振興会

安静時fMRIの脳内神経回路解析を用いたパーキンソン病の認知症
発症リスクの解明

川畑　和也 脳神経内科 独立行政法人日本学術振興会

臨床情報・ゲノム情報を活用した統合失調症神経ネットワーク形成障
害の神経病理解析

鳥居　洋太 精神科 独立行政法人日本学術振興会



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

2,340,000 補

260,000 補

1,040,000 補

1,690,000 補

2,340,000 補

780,000 補

1,170,000 補

1,820,000 補

1,300,000 補

2,470,000 補

1,300,000 補

910,000 補

780,000 補

2,340,000 補

1,820,000 補

650,000 補

1,820,000 補

1,300,000 補

1,820,000 補

2,080,000 補

260,000 補

455,000 補

650,000 補

520,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

1,300,000 補

1,170,000 補

1,690,000 補

1,430,000 補

1,300,000 補

520,000 補

1,430,000 補

1,950,000 補

1,300,000 補

球脊髄性筋萎縮症におけるイオンチャネルを標的とした病態解明と
革新的治療法の開発

山田　晋一郎 脳神経内科 独立行政法人日本学術振興会

重度の低体重を示す神経性やせ症患者における二次性カルニチン
欠乏の検討

今枝　美穂 精神科（化学療法部） 独立行政法人日本学術振興会

口腔領域の身体症状症（疼痛が主症状）における治療反応性予測
因子を同定する

徳倉　達也 精神科 独立行政法人日本学術振興会

生体肝移植における過小グラフト症候群と門脈壁剪断応力：4DFlow
とCFD解析

兵藤　良太 放射線科 独立行政法人日本学術振興会

Deep learningを用いたFLAIR画像の合成・新手法と従来法との比較 阿部　考志 放射線科 独立行政法人日本学術振興会

血管透過性亢進抑制に着目した新生児案性肺疾患に対する新規治
療法の開発

三浦　良介
総合周産期母子医療セン
ター(新生児)

独立行政法人日本学術振興会

家族性先天性心疾患家系における全エクソーム解析による原因遺伝
子の探索

山本　英範 小児科 独立行政法人日本学術振興会

膵癌間質の多様性制御に基づく新規治療法の開発 水谷　泰之
消化器内科（救急診療等運
営本部）

独立行政法人日本学術振興会

歯髄幹細胞産生因子による腸肝臓器相関に着目した新規NASH治
療法の開発

伊藤　隆徳 消化器内科 独立行政法人日本学術振興会

PARD6Bを介した新たな防御機構の解明と炎症性腸疾患への治療
応用

前田　啓子
消化器内科（光学医療診療
部）

独立行政法人日本学術振興会

難治性心臓病を標的とした新規リンパ管新生療法の開発研究 清水　優樹 循環器内科 独立行政法人日本学術振興会

酸素応答と核内受容体を介した生後心筋分化のメカニズムの解明 藤川　裕介 循環器内科（卒キャリ） 独立行政法人日本学術振興会

新しいヒス束ペースメーカの長期予後と刺激伝導系の解明を目指し
た多施設共同研究

柳澤　哲
循環器内科学（先進循環器
寄附講座）

独立行政法人日本学術振興会

動脈硬化進展に伴う大動脈瘤発症のメカニズム並びに効果的な内
科治療戦略の探索

田中　哲人 循環器内科 独立行政法人日本学術振興会

心筋疾患におけるマイオカインの病態生理学的意義解明と治療応用
のための基盤研究

奥村　貴裕
循環器内科（重症心不全治
療ｾﾝﾀｰ）

独立行政法人日本学術振興会

びまん性肺疾患の診断と予後予測における機械学習アルゴリズム構
築に関する研究

古川　大記 メディカルITセンター 独立行政法人日本学術振興会

AgRPニューロンにおけるプロテインフォスファターゼ１Bの作用解析 杉山　摩利子 糖尿病･内分泌内科 独立行政法人日本学術振興会

膵癌治療標的になり得るaxon guidance geneの機能解明への試み 田中　伸孟 消化器外科二 独立行政法人日本学術振興会

新規創薬に向けたN6-メチルアデノシトシン修飾の肝細胞癌における
意義の解明

園原　史訓 消化器外科二 独立行政法人日本学術振興会

膵癌進展を反映する尿中メチル化セルフリーDNAの臨床応用 砂川　祐輝 消化器外科二 独立行政法人日本学術振興会

開心術後癒着に対する心膜再生型癒着防止シートの開発 芦田　真一
心臓外科（重症心不全治療
ｾﾝﾀｰ）

独立行政法人日本学術振興会

抗炎症性M2マクロファージ誘導による心筋梗塞後リモデリング進展
抑制

西　俊彦 心臓外科 独立行政法人日本学術振興会

分子状水素水を用いた間質性肺炎に対する新たな治療法の開発 尾関　直樹 呼吸器外科 独立行政法人日本学術振興会

仮想胸腔鏡のみによる呼吸器外科手術の実現 中村　彰太 呼吸器外科 独立行政法人日本学術振興会

術後せん妄発症患者の神経伝達異常の解析-術後せん妄病態生理
の解明に向けて-

前田　翔 麻酔科 独立行政法人日本学術振興会

セボフルランと原がん遺伝子KRASの関わり 小西　裕子
麻酔・蘇生医学（周術期寄
附講座）

独立行政法人日本学術振興会

受容体型チロシンキナーゼALKの神経軸索再生に対する機序解明 町野　正明 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

変形性関節症の新しい治療　－OAモデルのCD44断片化と
ADAM10に注目して－

鈴木　望人 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

妊娠高血圧腎症妊婦から出生した児におけるDOHaD仮説の検証と
早期介入への戦略

牛田　貴文 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

卵胞発育を自在に制御し卵巣組織培養と卵巣保護に応用する研究 邨瀬　智彦 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

p53変異卵巣癌の細胞外小胞を介した腹膜播種進展の病態解明と
新規治療戦略

芳川　修久 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

320列ADCTを用いた下咽頭癌術後嚥下機能障害の解析 丸尾　貴志 耳鼻いんこう科 独立行政法人日本学術振興会

低酸素環境で刺激された幹細胞由来エクソソームを用いた新たな骨
再生

坂口　晃平 歯科口腔外科 独立行政法人日本学術振興会

幹細胞由来エクソソームによる新規唾液腺組織再生法の開発 酒井　陽 顎顔面外科学 独立行政法人日本学術振興会

医師の服装が患者の受け取る共感に及ぼす効果に関する量的・質
的研究

松久　貴晴 総合診療科 独立行政法人日本学術振興会



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

1,820,000 補

910,000 補

780,000 補

1,950,000 補

1,690,000 補

1,170,000 補

2,080,000 補

1,950,000 補

2,080,000 補

2,210,000 補

2,080,000 補

2,470,000 補

2,730,000 補

2,470,000 補

780,000 補

1,170,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

1,690,000 補

1,040,000 補

1,950,000 補

1,820,000 補

2,340,000 補

2,210,000 補

2,080,000 補

2,730,000 補

1,690,000 補

1,560,000 補

2,210,000 補

1,690,000 補

2,600,000 補

2,080,000 補

1,820,000 補

910,000 補

塩分過剰摂取が高脂肪食による肥満症発症を助長する機序の解明 高木　博史 糖尿病･内分泌内科 独立行政法人日本学術振興会

メガネ型ウェアラブル端末を用いた気管支鏡検査支援 岡地　祥太郎 呼吸器内科 独立行政法人日本学術振興会

焦点調節画像を用いた新規大腸腫瘍診断の解析と治療への応用 山村　健史
消化器内科（光学医療診療
部）

独立行政法人日本学術振興会

DDS型光吸収超分子を用いた光温熱治療による難治性小児肺がん
治療

牧田　智 小児外科 独立行政法人日本学術振興会

直腸癌の免疫微小環境に与える術前化学療法の影響と新規治療レ
ジメンの開発

小倉　淳司 消化器外科一 独立行政法人日本学術振興会

発生母地あるいはその周辺組織の硬度がデスモイド型線維腫症の病
態に与える影響の検証

酒井　智久 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

尿中マルチ腫瘍マーカーを用いた胆道がんの早期発見 狩野　陽子 小児外科 独立行政法人日本学術振興会

強力な免疫チェックポイント分子阻害能を有する新たな腫瘍溶解性
ウイルスの開発

向山　宣昭 耳鼻いんこう科 独立行政法人日本学術振興会

RNA結合蛋白質FUSのmRNA過結合を介した筋萎縮性側索硬化症
の病態解明

横井　聡 脳神経内科 独立行政法人日本学術振興会

慢性ストレス性高血圧発症機序解明：PAI-1を介した調節性Ｔ細胞の
役割に関して

朴　麗梅 地域在宅医療学・老年科学 独立行政法人日本学術振興会

Investigating roles of exosome microRNAs related to interactions
between oligodendrocyte and neuron for ALS pathogenesis

李　佳益 神経内科学 独立行政法人日本学術振興会

副交感神経障害の検出によるパーキンソン病診断マーカーの確立 鈴木　将史 脳神経内科 独立行政法人日本学術振興会

併存する不安症を起点とした自閉スペクトラム症の新たな病態解明 石塚　佳奈子 親と子どもの心療科 独立行政法人日本学術振興会

強T2強調3D-FLAIR画像を用いた髄膜リンパ管の評価および神経疾
患の病態解明

中道　玲瑛 放射線科 独立行政法人日本学術振興会

悪性神経膠腫放射線治療における高精度/高再現性標的体積決定
法の開発

高瀬　裕樹 放射線科 独立行政法人日本学術振興会

脳磁場計測による小児急性脳炎脳症後の脳神経ネットワークの解明 山本　啓之 小児科 独立行政法人日本学術振興会

遺伝性骨髄不全症候群の新規原因遺伝子探求を目的とした網羅的
遺伝子解析

濱田　太立 小児科 独立行政法人日本学術振興会

幹細胞を用いた小腸再生を標的とした新生児壊死性腸炎の治療法
の開発

谷口　顕信 小児科 独立行政法人日本学術振興会

神経細胞のイオンホメオスタシスに着目した新生児慢性肺疾患に伴
う神経障害の病態解明

村松　友佳子 小児科 独立行政法人日本学術振興会

脳性麻痺に対する遠隔期に行う幹細胞療法の開発 棚橋　義浩
総合周産期母子医療セン
ター(新生児)

独立行政法人日本学術振興会

腸管分泌型IgA抗体に着目したirAE腸炎発症原因を探索する研究 澤田　つな騎
消化器内科（光学医療診療
部）

独立行政法人日本学術振興会

慢性血栓塞栓性肺高血圧症の治療目標設定のための重症度スケー
ルの開発研究

足立　史郎 循環器内科 独立行政法人日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害薬関連心筋障害の治療法開発を目指した
前向き臨床研究

古澤　健司 循環器内科（検査部） 独立行政法人日本学術振興会

ジストロフィン異常に伴う成人期の拡張型心筋症の病態・治療法の解
明

近藤　徹 循環器内科 独立行政法人日本学術振興会

肺細動脈内皮細胞に着目した肺高血圧症に対する新規治療戦略の
開発を目指した病態解明

加藤　勝洋 循環器内科 独立行政法人日本学術振興会

Numb-EphB3/4分子間相互作用を標的とした肺線維化シグナル伝
達機構の解明

松井　利憲
呼吸器内科(ｸﾘﾆｶﾙｼｭﾐﾚｰ
ｼｮﾝｾﾝﾀｰ）

独立行政法人日本学術振興会

MIA症候群を克服する透析法・長時間透析療法の予後改善効果の
解明

今泉　貴広 先端医療開発部 独立行政法人日本学術振興会

KID症候群魚鱗癬病変に対するsiRNAを用いた新規治療戦略の開
拓

滝　奉樹 皮膚科 独立行政法人日本学術振興会

遺伝性角化異常症における新規細菌叢特異的治療開発への戦略 村瀬　千晶 皮膚科 独立行政法人日本学術振興会

常染色体劣性先天性魚鱗癬における表皮脂質異常と分化異常のメ
カニズムの解明

棚橋　華奈 皮膚科 独立行政法人日本学術振興会

成人T細胞白血病に対する複数抗原を標的とした新規T細胞療法の
開発基盤

葉名尻　良 血液内科 独立行政法人日本学術振興会

腹腔洗浄液中分子マーカー分析による胃癌腹膜播種再発予測法と
化学療法効果判定法開発

稲垣　公太
消化器外科二（救急診療等
運営本部）

独立行政法人日本学術振興会

膵癌集学的治療のモニタリングに有用なリピドームマーカーの探索 中川　暢彦 消化器外科二 独立行政法人日本学術振興会

肺原発浸潤性粘液腺癌の免疫学的微小環境の解析とネオアンチゲ
ン探索

仲西　慶太 呼吸器外科 独立行政法人日本学術振興会

微量DNA捕捉ナノワイヤと迅速SNP検出装置を用いた脳腫瘍リキッド
バイオプシー

栗本　路弘 脳神経外科 独立行政法人日本学術振興会
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2,210,000 補

1,560,000 補

1,950,000 補

2,470,000 補

2,080,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,040,000 補

1,950,000 補

2,210,000 補

1,560,000 補

1,170,000 補

910,000 補

1,690,000 補

1,040,000 補

1,690,000 補

650,000 補

2,600,000 補

390,000 補

1,430,000 補

910,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

4,160,000 補

70,240,000 委

13,000,000 委

800,000 委

13,910,000 委

6,760,000 委

20,670,000 委

520,000 委

1,000,000 委

髄膜腫の局在と硬膜の発生学的背景に基づいた腫瘍進展機構と間
葉系幹細胞の果たす役割

棚橋　邦明 脳神経外科 独立行政法人日本学術振興会

脳室上衣繊毛ダイニン異常による非閉塞性水頭症の発症、増悪機
序の分子学的解明

竹内　和人 脳神経外科 独立行政法人日本学術振興会

IDH変異神経膠腫における多様なサブクローンからの治療抵抗性の
識別と進化系統

青木　恒介 脳神経外科学 独立行政法人日本学術振興会

もやもや病の病変部血管の遺伝子発現解析 横山　欣也 脳神経外科 独立行政法人日本学術振興会

脊髄腫瘍の手術戦略決定に有用な術前、術中H3F3A遺伝子プロ
ファイリング

永島　吉孝 脳神経外科 独立行政法人日本学術振興会

難治性麻痺克服を目指した再生医療と埋込型神経刺激デバイスによ
る運動機能再建

徳武　克浩
手の外科（救急診療等運営
本部）

独立行政法人日本学術振興会

Rspo2を用いた新たな骨再生治療 中島　宏彰 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

新規ヒアルロニダーゼKIAA1199活性阻害を標的とした早期変形性
関節症薬剤開発

小池　宏 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

軟骨細胞における代謝リプログラミングのメカニズムと役割の解明 寺部　健哉
整形外科（救急診療等運営
本部）

独立行政法人日本学術振興会

細胞分裂期キナーゼ阻害との合成致死性に基づいた新しい卵巣癌
治療法の開発

玉内　学志 産科婦人科（卒キャリ） 独立行政法人日本学術振興会

臓器連関に着目した多嚢胞性卵巣症候群の病態解析と新規治療法
の開発

大須賀　智子 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

Streptozotocinが有する聴覚障害・前庭障害の横断的な検討 杉本　賢文 耳鼻いんこう科 独立行政法人日本学術振興会

オステオカルシンの抗動脈硬化作用に関する研究 近藤　皓彦 歯科口腔外科 独立行政法人日本学術振興会

幹細胞が分泌するエクソソームを用いた誤嚥性肺炎の治療法の開発 椙村　有紀子 歯科口腔外科 独立行政法人日本学術振興会

歯髄幹細胞由来因子と半導体レーザーを用いた皮弁再建後の治癒
促進法の開発

山口　聡 歯科口腔外科 独立行政法人日本学術振興会

患者レジストリにおける統計学的データエラー管理手法の構築 木下　文恵 先端医療開発部 独立行政法人日本学術振興会

地域の大規模疫学データが抗菌薬適正使用に与える影響の評価 森岡　悠
臨床感染統御学（中央感染
制御部）

独立行政法人日本学術振興会

化学療法治療を有する小児血液がん患者に対する運動・認知同時
課題の認知機能への影響

森　友洋 リハビリ部門 独立行政法人日本学術振興会

母親の精神的健康と児の発達や行動の関係、及びこれらに影響する
心理社会的要因の検討

森川　真子
精神医学（障害児（者）寄附
講座）

独立行政法人日本学術振興会

新たな高伸張性・生分解性ポリマーを用いた軟部組織再建用医療材
料の開発

村山　敦彦 リハビリテーション科 独立行政法人日本学術振興会

免疫チェックポイント分子に注目した劇症型心筋炎治療法の開発 平岩　宏章 救急科 独立行政法人日本学術振興会

難治性卵巣癌の微小環境が誘導する抗癌剤ホルミシスとその克服へ
向けての新展開

玉内　学志 産科婦人科（卒キャリ） 独立行政法人日本学術振興会

好中球エラスターゼを標的とした再発難治性急性白血病の病態解明
と新規治療開発

川島　直実 血液内科 独立行政法人日本学術振興会

iPS細胞由来免疫制御細胞を用いた、難治性腎疾患に対する新規治
療法の開発

田中　章仁 腎臓内科 独立行政法人日本学術振興会

GPR34を介する疼痛発症メカニズムの多様性の解明 佐世　暁 歯科口腔外科 独立行政法人日本学術振興会

ビタミンDの供給経路による運動機能への影響の検討ー地域住民コ
ホート研究ー

牧田　和也 整形外科 独立行政法人日本学術振興会

悪性脳腫瘍のエピゲノム異常が誘導するネオアンチゲンを標的とし
た新規治療戦略の開発

夏目　敦至
脳神経外科学（脳神経先端
医療学）

独立行政法人日本学術振興会

Muse細胞を用いた周産期脳障害の新規治療法開発～探索的臨床
試験（医師主導治験）～

佐藤　義朗
小児科（総合周産期（新生
児））

国立研究開発法人　日本医療
研究開発機構

胃癌腹膜播種に特化したアンチセンス核酸医薬開発 神田　光郎 消化器外科学
国立研究開発法人　日本医療
研究開発機構

多施設共同研究におけるがん患者に対する適切なQOL評価法確立
のための研究

安藤　昌彦 先端医療開発部
国立研究開発法人国立がん研
究センター

細胞外微粒子による疾患の発症メカニズムと治療法の開発 橋本　直純 呼吸器内科
国立研究開発法人科学技術振
興機構

近赤外光線免疫療法の作用機序の解明 佐藤　和秀 呼吸器内科
国立研究開発法人科学技術振
興機構

細胞外微粒子への生体応答と発がん・動脈硬化症との関連の解析
(豊國：分担)

室原　豊明 循環器内科学
国立研究開発法人科学技術振
興機構

特発性肺線維症合併進行非小細胞肺癌に対するカルボプラチン＋
nab-パクリタキセル＋ニンテダニブ療法とカルボプラチン＋nab-パク
リタキセル療法のランダム化第III 相試験(J-SONIC)

安藤　昌彦 先端医療開発部
特定非営利活動法人西日本が
ん研究機構

高齢者の認知機能低下に配慮した至適血圧域の解明：老年期にあ
る健常者と軽度認知機能低下患者を対象とした、認知機能保持ない
しその改善を最終目的とした、適切な血圧管理法に関する研究

梅垣　宏行 地域在宅医療学・老年科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター
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900,000 委

600,000 委

4,000,100 委

600,000 委

3,198,000 委

1,500,000 委

300,000 委

1,000,000 委

700,000 委

2,000,000 委

800,000 委

400,000 委

300,000 委

450,000 委

300,000 委

1,500,000 委

1,000,000 委

4,928,000 委

500,000 委

500,000 委

616,200 委

350,000 委

1,499,399 委

7,800,000 委

2,000,000 委

36,000,000 補

15,990,000 補

1,495,000 補

18,000,000 補

5,500,000 補

7,000,000 補

9,700,000 補

15,000,000 補

4,095,000 補

16,269,497 委

高齢者における新興・再興感染症、インフルエンザ等に関する研究 八木　哲也 臨床感染統御学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

オレンジレジストリを活用した認知症予防とケアに関する研究 梅垣　宏行 地域在宅医療学・老年科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

「感動」を創造する芸術と科学技術による共感覚イノベーション拠点 杉下　明隆 先端医療開発部
国立研究開発法人科学技術振
興機構

フレイル高齢者のレジストリ研究及びロコモ、サルコペニアを含めた
病態解明及び予防介入法の確立を目指した臨床ならびに関連研究

葛谷　雅文 地域在宅医療学・老年科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

プレゼンティズムを予防し地域の看護師が持続して働きやすい環境
づくりを IoTで実現する

白鳥　義宗 メディカルITセンター 総務省東海総合通信局

高齢者のサルコペニアに伴う固有感覚機能低下の定量的評価と治
療法の開発 今釜　史郎 整形外科学

国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

関節リウマチ患者および地域在住高齢者におけるロコモティブシンド
ローム、フレイル、サルコペニアと心理社会的要因に関する疫学調査

小嶋　俊久 整形外科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

フレイル高齢者における下部尿路機能障害に対するガイドラインの
作成に関する研究

葛谷　雅文 地域在宅医療学・老年科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

ゾニサミドによるレビー小体型認知症におけるBPSD軽減効果の検証 勝野　雅央 神経内科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

レビー小体病におけるpreclinical/prodromal期を含めた自然歴・病態
解明とレジストリ構築

勝野　雅央 神経内科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

高齢者の認知症及びフレイルの発症・悪化を予防する、適切な循環
器疾患（高血圧・心不全・心房細動等）の管理法を確立するための長
期縦断観察研究

因田　恭也 循環器内科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

高齢者の血栓性疾患、血液疾患におけるサルコペニアの実態に関
する研究

松下　正 輸血部
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

高齢者の血栓性疾患、血液疾患におけるサルコペニアの実態に関
する研究

安藤　雄一 化学療法部
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

高齢者における排尿障害とフレイル・サルコペニアとの関係について
の研究

松川　宜久 泌尿器科
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

アドバンス・ケア・プランニング(ACP)人材育成研修の全国展開に向
けての体制構築と研修のアウトカム評価の確立

大西　丈二 老年内科
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

高齢者のサルコペニアに伴う固有感覚機能低下の定量的評価と治
療法の開発

関　泰輔 整形外科
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

骨格筋量と脊柱バランスの縦断的評価-脊椎変性疾患の自然経過と
治療に及ぼす影響-

伊藤　定之 整形外科
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

遺伝子検査の可能な血液中循環がん細胞検出装置の開発 神田　光郎 消化器外科学
公益財団法人科学技術交流財
団

電子カルテ情報活用型多施設症例データベースを利用した糖尿病
に関する臨床情報収集に関する研究

有馬　寛 糖尿病･内分泌内科学
国立研究開発法人国立国際医
療研究センター

SPP-004のミトコンドリア病を対象とした多施設共同長期投与試験（検
証試験後）

夏目　淳
小児科学（障害児（者）寄附
講座）

埼玉医科大学病院

胎児発育不全に対するタダラフィル母体経口投与の有効性・安全性
に関する臨床試験プラセボ対照ランダム化比較第Ⅱ相多施設共同
研究

小谷　友美
産婦人科学（総合周産期
（生殖））

国立大学法人三重大学

神経系難病の臨床開発促進におけるナショナルセンターの果たすべ
き研究基盤整備の検討

清水　忍 先端医療開発部
国立研究開発法人国立精神・
神経医療研究センター

山間過疎地を対象とした高齢者向け屋内外包括見守りシステムに関
する研究開発

大山　慎太郎 メディカルITセンター
国立研究開発法人情報通信研
究機構

「量子生命技術の創製と医学・生命科学の革新」のうち「生体ナノ量
子センサ」

夏目　敦至
脳神経外科学（脳神経先端
医療学）

国立研究開発法人量子科学技
術研究開発機構

厚生労働行政推進調査事業「Ｃ型肝炎救済のための調査研究及び
安全対策等に関する研究」

石上　雅敏 消化器内科
独立行政法人国立病院機構長
崎医療センター

希少難治性皮膚疾患に関する調査研究 秋山　真志 皮膚科学 国立保健医療科学院

間脳下垂体機能障害に関する調査研究 有馬　寛 糖尿病･内分泌内科学 国立保健医療科学院

多中心性細網組織球症の疫学および治療法に関する調査研究 西田　佳弘 整形外科(ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科) 国立保健医療科学院

我が国の至適なチャイルド・デス・レビュー制度を確立するための研
究

沼口　敦 救急・内科系集中治療部 厚生労働省

医療機関における最新の院内感染対策及び発生時対応のための研
究

八木　哲也 救急・内科系集中治療部 厚生労働省

薬剤師の卒後研修カリキュラムの調査研究 山田　清文 薬剤部 厚生労働省

医療安全に専門性を有する医師人材養成および医療機関のリスク量
測定に関する研究

長尾　能雅 医療の質・安全管理部 厚生労働省

学会連携を通じた希少癌の適切な医療の質向上と次世代を担う希少
がん領域の人材育成に資する研究

小寺　泰弘 消化器外科学 厚生労働省

新興感染症の回復者からの血漿の採取体制の構築に向けた研究 松下　正 輸血部 厚生労働省

「一過性骨髄異常増殖症(TAM)に対する化学療法および白血病発
症予防法の確立を目指した第２相臨床試験」の開発

村松　秀城 小児科
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構
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「若年性骨髄単球性白血病（JMML）に対する標準的化学療法の確
立を目指した第2相臨床試験」の開発

村松　秀城 小児科
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

1）臨床研究実施、２）Unifit populationに対する臨床研究に基盤整備 長谷　哲成 呼吸器内科
国立研究開発法人国立がん研
究センター

AYA世代および成人T細胞性急性リンパ性白血病の小児型治療適
用における限界年齢と新規バイオマーカー探索に関する研究

早川　文彦 病態解析学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

AYA世代の精神疾患高リスク群における客観的な睡眠覚醒リズム評
価を加味した予防的睡眠マネジメントに関する研究

石塚　佳奈子 親と子どもの心療科 学校法人東邦大学

CCR4を標的としたキメラ抗原受容体遺伝子改変T細胞療法の非臨
床試験

寺倉　精太郎 血液内科
国立研究開発法人国立がん研
究センター

CD19陽性悪性リンパ腫に対するpiggyBacトランスポゾン法によるキメ
ラ抗原受容体遺伝子改変自己T細胞の安全性及び有効性に関する
第Ⅰ/Ⅱ相医師主導治験

髙橋　義行 発育・加齢医学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

COVID-19等による社会変動下に即した応急的遠隔対応型メンタル
ヘルスケアの基盤システム構築と実用化促進にむけた効果検証

平田　仁 手の外科学
国立研究開発法人国立精神・
神経医療研究ｾﾝﾀｰ

DKD,CKD・腎硬化症バイオバンク構築 丸山　彰一 腎臓内科学
学校法人川崎学園　川崎医科
大学

Epstein-Barrウイルス感染がん治療薬の開発 奥野　友介 ゲノム医療センター
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

FGFR3シグナル抑制による軟骨無形成症治療薬の開発 松下　雅樹
整形外科（障害児（者）寄附
講座）

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

FROM-J長期観察研究担当、地区医師会との連絡調整 丸山　彰一 腎臓内科学 国立大学法人筑波大学

HBVキャリアマウスにおける免疫・代謝応答解析とワクチン治療への
応用

石川　哲也 病態解析学
国立研究開発法人国立国際医
療研究センター

Histone modifications as new targets for pathophysiology of
accelerated brain aging associated with mental disorders:
Application for development of treatment and diagnostic method

有岡　祐子 先端医療開発部
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

IgG4自己抗体陽性の慢性炎症性脱髄性多発神経炎（CIDP）患者を
対象としたリツキシマブの有効性と安全性評価に関する多施設共同
臨床試験

飯島　正博 神経内科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

MCI及び認知症を有する人とその家族介護者へのグループ型同時
介入プログラムの実現可能性検証

木下　文恵 先端医療開発部
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

MECP2遺伝子変異に起因する脳発達障害における分子シグナル病
態の解明と新規診断・治療法の基盤開発

辻村　啓太 精神医学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

PDX治療モデルを併用した治療抵抗性急性骨髄性白血病クローン
の成立過程に生じる分子病態に基づく層別化システムの確立と標的
治療薬開発に関する研究

清井　仁 病態内科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

ROS1融合遺伝子陽性の進行固形がんに対する治療開発を目指した
研究

森瀬　昌宏 呼吸器内科
国立研究開発法人国立がん研
究センター

RSウイルス感染による新生児、乳児及び幼児を対象としたパリビズマ
ブの多施設医師主導治験の推進　(新規ハイリスク患者対象)

檜　顕成
希少性・難治性がん解析研
究

国立大学法人東京医科歯科大
学

t(8;21)およびinv(16)陽性AYA・若年成人急性骨髄性白血病に対す
る微小残存病変を指標とするゲムツズマブ・オゾガマイシン治療介入
の有効性と安全性を評価する研究

清井　仁 病態内科学 国立大学法人長崎大学

TFRと遺伝子異常の関係についての解析 清井　仁 病態内科学 学校法人近畿大学

ウイルス・発がんを統合的に制御するB型肝炎分子免疫治療の開発 石川　哲也 病態解析学 国立大学法人福井大学

可及的摘出術が行われた初発膠芽腫に対するカルムスチン脳内留
置溶剤を用いた標準治療確立に関する研究

齋藤　竜太 脳神経外科学 学校法人北里研究所

核酸検出等の方法を用いた原発性免疫不全症等治療可能な新生
児・小児期疾患に対する新生児マス・スクリーニング法の開発

村松　秀城 小児科
国立大学法人東京医科歯科大
学

拡張相肥大型心筋症を対象とした多施設登録研究 室原　豊明 循環器内科学 国立大学法人九州大学

川崎病冠動脈瘤発症予防のための急性期治療難治例予測診断法
開発に直結するエビデンス創出研究

加藤　太一 小児科学 学校法人福岡大学

局所進行胃癌に対する術前化学療法の有効性を検証する臨床第Ⅲ
相試験の研究分担者業務

小寺　泰弘 消化器外科学 静岡県立静岡がんセンター

血液バイオマーカーを用いた超早期アルツハイマー病コホートの構
築

中村　友彦 検査部
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

ゲノム情報により造血幹細胞移植の最適化を目指す研究 村田　誠 血液・腫瘍内科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確立のための研究 西田　佳弘
整形外科(147 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
科)

国立大学法人岡山大学

高齢肺がん患者に対する機能評価表を用いた多施設共同臨床研究 安藤　雄一 化学療法部 国立大学法人島根大学

コロナウイルス等呼吸器系感染者患者の動脈血中酸素飽和度等バ
イタルサインモニタリングデバイス及び統合管理システムの開発と改
良評価

檜　顕成
希少性・難治性がん解析研
究

国立研究開発法人産業技術総
合研究所

次世代シ-クエンサーによる網羅的がん関連遺伝子パネル解析を用
いたHER2遺伝子変異陽性の進行非小細胞肺癌に対する治療開発
を目指した研究

森瀬　昌宏 呼吸器内科 国立大学法人九州大学

小児ウイルス性肝炎患者の病態進展評価及び治療選択に関する研
究開発

伊藤　嘉規 小児科学 学校法人近畿大学

診療録直結型大規模糖尿病レジストリを用いた糖尿病合併症抑制の
ための治療法に関するエビデンス創出するための研究

尾上　剛史
臨床研修・キャリア形成支援
センター

国立研究開発法人国立国際医
療研究センター
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切除可能肝細胞癌に対する陽子線治療と外科的切除の非ランダム
化同時対照試験

安藤　昌彦 先端医療開発部
国立研究開発法人国立がん研
究センター

前臨床期を含めた認知症レジストリシステム構築における倫理支援
体制の構築

飯島　祥彦 研究・臨床倫理推進室
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

壮年期就労者を対象とした生活習慣病予防のための動機付け支援
の技術開発に関する研究

尾上　剛史
臨床研修・キャリア形成支援
センター

学校法人香川栄養学園

直腸癌局所再発に対する標準治療確立のための研究開発 安藤　昌彦 先端医療開発部
国立研究開発法人国立がん研
究センター

データ駆動型脳画像解析と候補フェノタイプの数理学的検証 山本　真江里 精神科 国立大学法人東京大学

同種細胞を用いた再生医療のための産業利用を目的としたヒト細胞
及び組織の安定供給の実証

梶山　広明 産婦人科学
株式会社ジャパン・ティッシュ・
エンジニアリング

ネフローゼ症候群の新規診断法の確立 丸山　彰一 腎臓内科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

ノンコーディング領域・構造異常の変異の機能解析 辻村　啓太 精神医学 学校法人　慶應義塾

ヒト多能性幹細胞を用いた下垂体機能低下症に対する再生医療の
技術開発

須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

ヒト特異的RNA代謝異常とシナプス形態に基づく筋萎縮性側索硬化
症の病態解明,治療法研究

横井　聡 脳神経内科
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

びまん型腱滑膜巨細胞腫(色素性絨毛結節性滑膜炎)及び根治切除
不能な限局型腱滑膜巨細胞腫(腱鞘巨細胞腫)患者に対するザルト
プロフェンのプラセボ対照ランダム化二重盲検比較試験(多施設共同

西田　佳弘
整形外科(147 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
科)

国立大学法人金沢大学

ヒルシュスプルング病類縁疾患診療ガイドライン改定を目指したエビ
デンス創出研究

内田　広夫 小児外科学
学校法人福岡学園福岡医療短
期大学

フィラデルフィア染色体陽性急性リンパ性白血病に対するポナチニ
ブを組み込んだ治療法の確立と分子基盤の解明

早川　文彦 病態解析学 学校法人日本大学

不顕性慢性心筋炎レジストリー構築、遷延性慢性心筋炎レジストリー
構築

奥村　貴裕
循環器内科（重症心不全治
療ｾﾝﾀｰ）

国立大学法人三重大学

免疫チェックポイント阻害薬の安全な使用に資するirAE心筋障害スク
リーニング手法と危険因子の探索研究

坂東　泰子 循環器内科 学校法人国際医療福祉大学

臨床病期Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ食道癌(T4を除く)に対する胸腔鏡下手術と開胸
手術のランダム化比較第Ⅲ相試験

安藤　昌彦 先端医療開発部 学校法人　慶應義塾

レジストリの構築（第3層：カタログ情報） 尾崎　紀夫 精神医学
国立研究開発法人国立精神・
神経医療研究ｾﾝﾀｰ

レジストリを活用した慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対するエドキサバ
ンの適応拡大のための第Ⅲ相医師主導治験

室原　豊明 循環器内科学 国立大学法人九州大学

レビー型認知症患者を中心とした非アルツハイマー型認知症登録を
目指した基盤整備に関する研究

勝野　雅央 神経内科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

レビー小体病患者およびハイリスク者のバイオサンプル収集および
バイオマーカー開発

勝野　雅央 神経内科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

レビー小体病の早期予防治療を実現するためのバイオマーカー・治
療標的の同定

勝野　雅央 神経内科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

レビー小体病ハイリスク者に対するゾニサミドの有効性・安全性に関
する研究

勝野　雅央 神経内科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

胃癌に対する新たなモノクローナル抗体医薬の創製 神田　光郎 消化器外科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

遺伝子スクリーニング基盤（LC-SCRUM-Japan）を利用した、MET遺
伝子異常陽性の進行非小細胞肺癌に対する治療開発を目指した研
究

森瀬　昌宏 呼吸器内科
国立研究開発法人国立がん研
究センター

医薬品が自動車運転技能に与える影響の評価手法の開発 岩本　邦弘 精神医学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

医療機関における医療機器を安全に使用するための情報共有のあり
方の研究

長尾　能雅 患者安全推進部 国立大学法人九州大学

運動学習に着目した新規脳機能評価法を活用したエビデンス創出 勝野　雅央 神経内科学
国立研究開発法人国立精神・
神経医療研究ｾﾝﾀｰ

可変形3次元画像による大規模バーチャル手術手技アトラスの構築と
呼吸器外科手術ガイドシステムの創出

芳川　豊史 呼吸器外科
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

関節内変形治癒骨折手術に対するカスタムメイド手術ガイド実用化
のための医師主導治験

山本　美知郎 手の外科学 国立大学法人大阪大学

希少遺伝子変異を有する小細胞肺癌に対する新規治療法の確立に
関する研究

森瀬　昌宏 呼吸器内科
国立研究開発法人国立がん研
究センター

希少未診断疾患に対する診断プログラム提供のための東海地区拠
点病院の体制整備に関する研究

髙橋　義行 発育・加齢医学
国立研究開発法人国立精神・
神経医療研究ｾﾝﾀｰ

球脊髄性筋萎縮症に対するメキシレチン塩酸塩の安全性及び有効
性を検討する医師主導治験実施のためのプロトコール作成研究

山田　晋一郎 脳神経内科
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

球脊髄性筋萎縮症の適正治療に関するエビデンス構築のための臨
床研究

勝野　雅央 神経内科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

筋萎縮性側索硬化症克服のためのDeep-Phenotyping の統合解析
を通じた治療開発研究

祖父江　元
神経内科学（特任プロ・新学
術領域）

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

軽度呼吸不全を呈するCOVID-19肺炎患者に対するファビピラビル
／ステロイド併用療法の多施設共同第II相試験

進藤　有一郎 呼吸器内科
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構
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1,100,000 委

910,000 委

200,000 委

650,000 委

13,000,000 委

9,750,000 委
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286,000 委
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975,000 委

208,000 委

520,000 委
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650,000 委

650,000 委

3,705,000 委

49,400,000 委
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520,000 委
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6,500,000 委

20,085,520 委
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血液メタボローム解析による精神疾患の層別化可能な客観的評価法
の確立と治療最適化への応用

尾崎　紀夫 精神医学 国立大学法人九州大学

後縦靭帯骨化症患者レジストリの構築 今釜　史郎 整形外科学
国立大学法人東京医科歯科大
学

抗悪性腫瘍薬の臨床評価ガイドラインに関する研究 安藤　雄一 化学療法部 国立大学法人神戸大学

高齢者非小細胞肺がん患者に対する抗がん薬のPK/PDに基づく個
別化医療研究

安藤　雄一 化学療法部
国立研究開発法人国立がん研
究センター

骨髄系腫瘍における難治性クローンへの進展・選択過程に生じる分
子病態の解明

清井　仁 病態内科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

脂質による体表面バリア形成の分子機構の解明 秋山　真志 皮膚科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

自家骨採取量の削減を可能にする生体吸収性アドヒーシブゲルの臨
床応用

日比　英晴 顎顔面外科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

自閉スペクトラム症に対する新規オキシトシン製剤の有効性・安全性
の検討とオキシトシン反応性を予測する診断法開発

久島　周 ゲノム医療センター
国立研究開発法人国立精神・
神経医療研究ｾﾝﾀｰ

手術動画の機械学習とAI画像解析による手術の定量化（鉗子の軌跡
追跡による手術手技伝承システム、教育プログラムの開発）

内田　広夫 小児外科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

小児から成人をシームレスに対象とした B前駆細胞性急性リンパ性
白血病に対する前方視的臨床試験による標準治療の開発研究

早川　文彦 病態解析学 埼玉県立小児医療センター

症候性先天性サイトメガロウイルス感染症児を対象としたバルガンシ
クロビルの有効性及び安全性を評価する第III相多施設共同単群
オープンラベル医師主導治験

伊藤　嘉規 小児科学 国立大学法人東京大学

上皮性卵巣癌の妊孕性温存治療の対象拡大のための非ランダム化
検証的試験：JCOG1203（対象患者への妊孕性温存治療適応拡大の
可否を検証する。）

梶山　広明 産婦人科学 国立大学法人筑波大学

植込型補助人工心臓装着予定患者を対象とした出血性合併症リスク
の事前予測に基づいた個別化精密医療・最適化補助人工心臓治療
の実現

碓氷　章彦 心臓外科学 国立大学法人　東北大学

心筋症における心筋病理細胞核評価による臨床病態層別化指標の
開発

室原　豊明 循環器内科学 国立大学法人大阪大学

新規精神・発達障害治療薬の探索 辻村　啓太 精神医学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

新生児の肺障害を修復する多能性幹細胞（Muse細胞）を用いた再生
治療の開発

佐藤　義朗
小児科（総合周産期（新生
児））

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

神経・筋相互作用を標的とした運動神経疾患の病態解明と治療開発 勝野　雅央 神経内科学 学校法人愛知医科大学

診療に直結するエビデンス創出研究 祖父江　元
神経内科学（特任プロ・新学
術領域）

学校法人藤田学園

進行性骨化性線維異形成症に対する新規治療薬の開発 三島　健一 整形外科 国立大学法人京都大学

進行軟部肉腫に対する二次治療における標準治療の開発のための
研究

西田　佳弘
整形外科(147 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
科)

国立大学法人大分大学

進行肺癌の血漿遊離DNAを利用したマルチ遺伝子解析法に基づく
個別化医療の確立を目指した研究

森瀬　昌宏 呼吸器内科
国立研究開発法人国立がん研
究センター

精神科トランスレーショナルリサーチの推進に向けた臨床研究システ
ムの開発

尾崎　紀夫 精神医学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

精神障害のゲノム変異を起点としたバイオリソースと臨床情報の活用
による非競争的フェーズにおける産学連携創薬の基盤構築

尾崎　紀夫 精神医学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

脊髄性筋萎縮症の成人期予後把握を目的とした多施設共同コホート
研究

勝野　雅央 神経内科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

先天性および若年性の視覚聴覚二重障害の原因となる難病の診療
向上に向けた、疾患横断的な全国多施設レジストリ研究

曾根　三千彦 頭頸部・感覚器外科学
独立行政法人国立病院機構東
京医療センター

前頭側頭型認知症の分子標的治療薬・バイオマーカー開発による
disease-modifyingtherapyへの展開

祖父江　元
神経内科学（特任プロ・新学
術領域）

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

臓器移植を革新する免疫プロファイリングによる個別化医療の開発 芳川　豊史 呼吸器外科 国立大学法人広島大学

多系統萎縮症の革新的治療法の開発研究 勝野　雅央 神経内科学 国立大学法人東京大学

体細胞復帰変異によるモザイク健常皮膚由来の培養表皮シートを用
いた表皮融解性魚鱗癬の治療法開発

秋山　真志 皮膚科学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

大規模疾患レジストリとiPS細胞技術を活用した筋萎縮性側索硬化症
に対する新規治療薬開発

祖父江　元
神経内科学（特任プロ・新学
術領域）

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

中性脂肪蓄積心筋血管症の診療に直結するエビデンス創出研究 奥村　貴裕
循環器内科（重症心不全治
療ｾﾝﾀｰ）

国立大学法人大阪大学

腸換気法を用いたCOVID-19関連重症呼吸器合併症に対する治療
薬開発

芳川　豊史 呼吸器外科
国立大学法人東京医科歯科大
学

超高精度・無侵襲早期がん診断を実現する尿中microRNAの簡易な
機械解析システムの開発

夏目　敦至
脳神経外科学（脳神経先端
医療学）

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

超高齢者社会における治癒困難な高齢切除不能進行再発大腸癌
患者に対する標準治療確立のための研究

安藤　昌彦 先端医療開発部 埼玉医科大学

低酸素性虚血性脳症に対する自己臍帯血幹細胞治療に関する研究 早川　昌弘
小児科（総合周産期（新生
児））

公立大学法人大阪
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定期モニタリング・患者集積・手術療法品質管理 芳川　豊史 呼吸器外科
国立研究開発法人国立がん研
究センター

適切な医療を目指した軽度認知障害等の患者の情報登録及び連携
に関する研究

葛谷　雅文 地域在宅医療学・老年科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

適切な医療を目指した軽度認知障害等の患者の情報登録及び連携
に関する研究

祖父江　元
神経内科学（特任プロ・新学
術領域）

国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

転移性ハイリスク神経芽腫に対するKIRリガンド不一致同種臍帯血移
植によるがん免疫療法の標準化を目的とした多施設前向き臨床研究

髙橋　義行 発育・加齢医学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

糖尿病性腎症、慢性腎臓病の重症化抑制に資する持続的・自立的
エビデンス創出システムの構築と健康寿命延伸・医療最適化への貢
献

丸山　彰一 腎臓内科学
学校法人川崎学園　川崎医科
大学

統合失調症と自閉スペクトラム症のゲノム解析結果を活かした診断
法・治療法開発

尾崎　紀夫 精神医学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

特発性間質性肺炎の前向きレジストリの構築とインタラクティブMDD
診断システムを用いた診断標準化に基づく疫学データの創出 人̶工
知能（AI）診断システムと新規バイオマーカーの開発̶

橋本　直純 呼吸器内科 国立大学法人浜松医科大学

難病のゲノム医療推進に向けた全ゲノム解析基盤に関する研究開発 祖父江　元
神経内科学（特任プロ・新学
術領域）

国立研究開発法人国立国際医
療研究センター

乳児期発症のアトピー性皮膚炎の予後を追跡しアレルギーマーチへ
の診療の影響と危険因子を探索する前向きコホート研究

秋山　真志 皮膚科学
国立研究開発法人国立成育医
療研究センター

妊産婦前向きコホート研究の成果を用いた要介入群の同定法と支援
策の開発

尾崎　紀夫 精神医学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

認知症に対する非薬物療法のエビデンス創出に資するデータ品質
一元管理センターの基盤構築と継続的研究支援のための体制整備

木下　文恵 先端医療開発部
国立大学法人東京医科歯科大
学

認知症に対する非薬物療法のエビデンス創出に資するデータ品質
一元管理センターの基盤構築と継続的研究支援のための体制整備

勝野　雅央 神経内科学
国立大学法人東京医科歯科大
学

認知症予防を目指した多因子介入(ハイリスクアプローチ） 葛谷　雅文 地域在宅医療学・老年科学
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

認知症予防を目指した多因子介入によるランダム化比較研究（統計
解析計画作成、解析実施）

木下　文恵 先端医療開発部
国立研究開発法人国立長寿医
療研究センター

標準リポジトリ導入・インターフェース開発・電子パス改修 白鳥　義宗 メディカルＩＴセンター
社会福祉法人恩賜財団済生会
熊本病院

分泌型シアル酸認識レクチンを用いた組織再生促進作用を持つ自
己免疫疾患治療薬の探索

高橋　伸典 整形外科
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

母子感染によるリスク評価や予防法を含む母子保健体制構築と技術
開発研究

伊藤　嘉規 小児科学 国立大学法人東京大学

名古屋地区の精神神経疾患拠点の構築 入谷　修司 精神医療学
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

乱用防止に資する医薬品の開発のための製剤学的アプローチに関
する研究

山田　清文 薬剤部
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

卵巣がんゲノム搭載細胞外小胞による新規リキッドバイオプシー戦略 横井　暁 産科婦人科
国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

臨床試験の実施・立案 島田　和之 血液内科 国立大学法人三重大学

膵がんのがん関連線維芽細胞多様性の理解に基づく間質標的治療
法の開発

水谷　泰之
消化器内科（救急診療等運
営本部）

国立研究開発法人日本医療研
究開発機構

不確実な状況下における報酬動機づけメカニズムとオレキシン神経
活動

溝口　博之 薬剤部 独立行政法人日本学術振興会

リスク志向な意思決定の神経基盤：行動・神経回路操作・計算論的
手法によるアプローチ

溝口　博之 薬剤部 独立行政法人日本学術振興会

モデルベース行動選択試験によるギャンブル障害モデル動物の情
報処理システムの解明

溝口　博之 薬剤部 独立行政法人日本学術振興会

22q11.2欠失症候群の患児の前方視的追跡と早期兆候に対する支
援ニードの解明

山内　彩 精神科 独立行政法人日本学術振興会

異種移植による末梢神経をターゲットとした新たな麻痺治療法の開
発

佐伯　総太 手の外科 独立行政法人日本学術振興会

中皮腫オルガノイドを用いたがん幹細胞治療の臨床応用に向けた基
盤構築

伊藤　文哉 生体反応病理学 独立行政法人日本学術振興会

臨床応用へ向けたがん由来細胞外小胞の多様性および特異性の解
明

横井　暁 産科婦人科 独立行政法人日本学術振興会

Meflinをマーカーとした免疫チェックポイント阻害薬効果増強法の開
発

宮井　雄基 化学療法部 独立行政法人日本学術振興会

マイオカインによる臓器相関に着目した新規NAFLD治療ターゲットの
探索

今井　則博 光学医療診療部 独立行政法人日本学術振興会

生体吸収性ポリマーガラス化薄膜による細胞選択的接着性小口径人
工血管の開発

中田　俊介 心臓外科 独立行政法人日本学術振興会

60分でできる脳腫瘍患者の尿のナノワイヤ捕捉ゲノムバイオプシー Ａｄｉｌｉｊｉａｎｇ　Ａｌｉｍｕ 脳神経外科学 独立行政法人日本学術振興会

口腔癌に対するTUG1の抗腫瘍効果の検討と新規治療法の開発 市村　典久 歯科口腔外科 独立行政法人日本学術振興会

幹細胞由来細胞外小胞に含まれるmiRNAを用いた薬剤性顎骨壊死
の予防

渡邊　純奈 歯科口腔外科 独立行政法人日本学術振興会
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救急現場における腸閉塞及び消化管穿孔画像診断補助システムの
開発

安井　昭洋 小児外科 独立行政法人日本学術振興会
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人工呼吸器離脱のタイミングにおけるP0.1の有効性：診断メタアナリ
シスによる検討

西田　一貴 先端医療開発部 独立行政法人日本学術振興会
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2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

Endovenous Laser
Ablation with and
Without Concomitant
Phlebectomy for the
Treatment of
Varicose Veins: A
Retrospective
Analysis of 954 Limbs

Early and midterm
outcomes of celiac
artery coverage
during thoracic
endovascular aortic
repair.

Exploration of
Exosomal Micro RNA
Biomarkers Related
to Epithelial-to-
Mesenchymal
Transition in
Pancreatic Cancer

Detection of
indocyanine green
fluorescence to
determine tumor
location during
laparoscopic
gastrectomy for
gastric cancer:
Results of a
prospective study

Anticancer Research. 2020
Apr;40:1843-1853.

Tanaka C,
Kanda M,
Funasaka K,
他

消化器外科二
Asian Journal of
Endoscopic Surgery. 2020
Apr;13:160-167.

Banno H,
Ikeda S,
Kawai Y, 他

血管外科
J Vasc Surg. 2020
Nov;72(5):1552-1557.

Sonohara F,
Yamada S,
Takeda S, 他

消化器外科二

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

Kawai Y,
Sugimoto M,
Aikawa K, 他

血管外科

雑誌名・
出版年月等

Ann Vasc Surg. 2020
Jul;66:344-350.
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5 Original Article

6 Original Article

7 Original Article

8 Original Article

9 Others

An Open-Label
Single-Arm Phase II
Study of Treatment
with Neoadjuvant S-1
Plus Cisplatin for
Clinical Stage III
Squamous Cell
Carcinoma of the
Esophagus

Multicenter
randomized phase II
trial of prophylactic
right-half dissection
of superior
mesenteric artery
nerve plexus in
pancreatoduodenecto
my for pancreatic
head cancer

Takagi H,
Iwama S,
Sugimura Y,
他

糖尿病・内分泌内科
Endocr J. 2020 Apr
28;67(4):373-378.

Diagnosis and
treatment of
autoimmune and
IgG4-related
hypophysitis: clinical
guidelines of the
Japan Endocrine
Society.

Nakayama G,
Takano N,
Taniguchi H,
他

消化器外科二
European Journal of
Cancer. 2021 Feb;144:61-
71.

Suzumura A, 
Kaneko H, 
Funahashi H,
 他

眼科
Diabetes. 2020
Apr;69(4):724-735.

Randomised phase II
trial of capecitabine
plus oxaliplatin with
continuous versus
intermittent use of
oxaliplatin as
adjuvant
chemotherapy for
stage II/III colon
cancer (CCOG-1302
study)

 n-3 Fatty Acid and
Its Metabolite 18-
HEPE Ameliorate
Retinal Neuronal Cell
Dysfunction by
Enhancing Muller
BDNF in Diabetic
Retinopathy

Kanda M,
Koike M,
Iwata N, 他

消化器外科二
Oncologist. 2020
Nov;25:e1650-e1654.

Yamada S,
Sato S,
Takami H, 他

消化器外科二

Annals of
Gastroenterological
Surgery. 2021 Jan;5:111-
118.



10 Original Article

11 Original Article

12 Original Article

13 Original Article

14 Original Article

Matsushita
M, Muramoto
A, Nomura E,
他

糖尿病・内分泌内科
Nutr Diabetes. 2020 Aug
29（オンライン）;10(1):33.

Miyata T,
Hagiwara D,
Hodai Y,他

糖尿病・内分泌内科
iScience. 2020 Oct 7（オン
ライン）;23(10):101648.

The Smart Life Stay
(SLS) program:
effects of a lifestyle
intervention program
in combination with
health tourism and
health guidance for
type 2 diabetes.

Degradation of
Mutant Protein
Aggregates within the
Endoplasmic
Reticulum of
Vasopressin Neurons.

Wada E,
Onoue T,
Kobayashi T,
他

糖尿病・内分泌内科
BMJ Open Diabetes Res
Care. 2020 Jun（オンライ
ン）;8(1):e001115.

Kobayashi T,
Iwama S,
Yasuda Y, 他

糖尿病・内分泌内科
J Immunother Cancer.
2020 Jul（オンライ
ン）;8(2):e000779.

Flash glucose
monitoring helps
achieve better
glycemic control than
conventional self-
monitoring of blood
glucose in non-
insulin-treated type 2
diabetes: a
randomized
controlled trial.

Pituitary dysfunction
induced by immune
checkpoint inhibitors
is associated with
better overall survival
in both malignant
melanoma and non-
small cell lung
carcinoma: a
prospective study.

Sugiyama M,
Banno R,
Yaginuma H,
他

糖尿病・内分泌内科
Neurochem Int. 2020 Jun
（オンライン）;136:104733.

Hypothalamic glial
cells isolated by
MACS reveal that
microglia and
astrocytes induce
hypothalamic
inflammation via
different processes
under high-fat diet
conditions.



15 Review

16 Original Article

17 Review

18 Original Article

19 Review
Ozaki H,
Suga H,
Arima H.

糖尿病・内分泌内科
Dev Growth Differ. 2021
Feb;63(2):154-165.

Hypothalamic-
pituitary organoid
generation through
the recapitulation of
organogenesis.

Kano M,
Suga H,
Arima H.

糖尿病・内分泌内科
J Endocr Soc. 2020 Dec 2
（オンライ
ン）;5(3):bvaa188.

Arima H,
Goto K,
Motozawa T,
他

糖尿病・内分泌内科
Endocr J. 2021 Jan
28;68(1):17-29.

Induction of
Functional
Hypothalamus and
Pituitary Tissues
From Pluripotent
Stem Cells for
Regenerative
Medicine.

Open-label,
multicenter, dose-
titration study to
determine the
efficacy and safety of
tolvaptan in Japanese
patients with
hyponatremia
secondary to
syndrome of
inappropriate
secretion of
antidiuretic hormone.

Iwama S,
Arima H.

糖尿病・内分泌内科
Endocr J. 2020 Nov
28;67(11):1077-1083.

Kawaguchi Y,
Hagiwara D,
Miyata T,他

糖尿病・内分泌内科
Sci Rep. 2020 Nov 12（オ
ンライン）;10(1):19730.

Anti-pituitary
antibodies as a
marker of
autoimmunity in
pituitary glands.

Endoplasmic
reticulum chaperone
BiP/GRP78
knockdown leads to
autophagy and cell
death of arginine
vasopressin neurons
in mice.



20 Original Article

21 Original Article

22 Original Article

23 Original Article

24 Original Article

Maeda O,
Ebata T,
Shimokata T,
他

化学療法部
Nagoya J Med Sci. 2020
Nov;82(4):725-733.

Nishida Y,
Urakawa H,
Nakayama R,
他

化学療法部
Int J Cancer. 2021 Jan
1;148(1):140-149.

Chemotherapy for
biliary tract cancer:
real-world experience
in a single institute.

Phase II clinical trial
of pazopanib for
patients with
unresectable or
metastatic malignant
peripheral nerve
sheath tumors.

Tsuboi　R,
Sugishita M,
Hirakawa Y,
他

化学療法部
Jpn J Clin Onco 2020 Jul
9;50(7):779-786.

Urakawa H,
Ando Y,
Hase T, 他

化学療法部
Int J Cancer.  2020 Jun
15;146(12):3504-3515.

Experiences and
hidden needs of older
patients, their
families, and their
physicians in
palliative
chemotherapy
decision-making: a
qualitative study.

Clinical value of
serum bone
resorption markers
for predicting clinical
outcomes after use of
bone modifying
agents in metastatic
bone tumors: a
prospective cohort
study.

Taki K,
Takagi H,
Hirose T, 他

糖尿病・内分泌内科
PLoS One. 2021 Mar 17
（オンライ
ン）;16(3):e024806.

Dietary sodium
chloride attenuates
increased beta-cell
mass to cause
glucose intolerance in
mice under a high-fat
diet.



25 Original Article

26 Original Article

27 Original Article

28 Original Article

29 Case Report

Maeda O,
Ohka F,
Maesawa S,
他

化学療法部
Nagoya J Med Sci. 2020
Nov;82(4):631-644.

Solitary fibrous tumor
/
hemangiopericytoma
treated with
temozolomide plus
bevacizumab: a
report of four cases
and literature review.

Nishiwaki S,
Ando Y.

化学療法部
Sci Rep. 2020 Oct 13（オ
ンライン）;10(1):17145.

Nakayama G,
Takano N,
Taniguchi H,
他

化学療法部
Eur J Cancer. 2021
Feb;144:61-71.

Gap between
pediatric and adult
approvals of
molecular targeted
drugs.

Randomised phase II
trial of capecitabine
plus oxaliplatin with
continuous versus
intermittent use of
oxaliplatin as
adjuvant
chemotherapy for
stage II/III colon
cancer (CCOG-1302
study).

Nishida Y,
Hamada S,
Urakawa H,
他

化学療法部
Cancer Sci 2020
Nov;111(11):4187-4194.

Inaishi T,
Fujita K,
Matsumoto
N, 他

化学療法部
In Vivo. Nov-Dec
2020;34(6):3539-3544.

Desmoid with
biweekly
methotrexate and
vinblastine show
similar effects to
weekly
administration: A
phase II clinical trial.

Correlation between
the metabolic
conversion of a
capecitabine
metabolite, 5’-
Deoxy-5-
fluorocytidine, and
creatinine clearance.



30 Letter

31 Original Article

32 Original Article

33 Original Article

34 Case Report

Bagarinao E,
Watanabe H,
Maesawa S,
他

精神科
Front Aging
Neurosci.2020 Oct
28;12:592469.

Hirano M,
Iritani S,
Fujishiro H,
他

精神科
Neuropathology.2020
Oct;40(5):515-525.

Aging Impacts the
Overall Connectivity
Strength of Regions
Critical for
Information Transfer
Among Brain
Networks

Globular glial
tauopathy Type I
presenting with
behavioral variant
frontotemporal
dementia

Arioka Y,
Shishido E,
Kushima, I,
他

精神科
Sci Rep.2020 Apr
2;10(1):5820.

Bagarinao E,
Watanabe H,
Maesawa S,
他

精神科
Neuroimage.2020 Nov
15;222:117241.

Cell body shape and
directional movement
stability in human-
induced pluripotent
stem cell-derived
dopaminergic neurons

Identifying the brain's
connector hubs at
the voxel level using
functional
connectivity overlap
ratio

Maeda O,
Shimokata T,
Ando Y.

化学療法部

Clin Cancer Res. 2020 Jul
15（オンライ
ン）;26(14):3889.CCR-20-
0156.

5-FU, irinotecan,
nab-paclitaxel in
gastrointestinal
cancers.



35 Case Report

36 Original Article

37 Original Article

38 Original Article

39 Original Article

Kubota C,
Inada T,
Nakamura Y,
他

精神科
PLoSOne.2020 Jun
11;15(6):e0234240.

Validation and factor
structure of the
Japanese version of
the inventory to
diagnose depression,
lifetime version for
pregnant women

Iwata M,
Iwamoto K,
Kitajima I, 他

精神科
Psychopharmacology(Berl)
.2021 Mar;238(3):775-
786.

Kato H,
Kushima I,
Mori D,
Yoshimi A,
他

精神科
Transl Psychiatry.2020
Dec 5;10(1):421.

Validity and reliability
of a driving simulator
for evaluating the
influence of medicinal
drugs on driving
performance

Rare genetic variants
in the gene encoding
histone lysine
demethylase 4C
(KDM4C) and their
contributions to
susceptibility to
schizophrenia and
autism spectrum
disorder

Hirano M,
Iritani S,
Sekiguchi H,
他

精神科
Psychogeriatrics.2020
Jul;20(4):522-527.

Ishizuka K,
Yoshida T,
Kawabata T,
他

精神科
J Neurodev Disord.2020
Sep 17;12(1):25.

Background of the
neuropathological site
in neurocognitive
decline in elderly
schizophrenic
patients

Functional
characterization of
rare NRXN1 variants
identified in autism
spectrum disorders
and schizophrenia



40 Original Article

41 Original Article

42 Original Article

43 Original Article

44 Original Article

Nakamura Y,
Okada T,
Morikawa M,
他

精神科
Sci Rep.2020 Oct
13;10(1):17060.

Nawa Y,
Kimura H,
Mori D, 他

精神科
Hum Genome Var.2020
Nov 10;7(1):37.

Perinatal depression
and anxiety of
primipara is higher
than that of multipara
in Japanese women

Rare single-
nucleotide DAB1
variants and their
contribution to
Schizophrenia and
autism spectrum
disorder susceptibility

Miyata S,
Otake H,
Ando M, 他

精神科
Sleep
Breath.2020Jun;24(2):783
-790.

Mukoyama N,
Nishio N,
Kimura H, 他

精神科
J Neurol Surg B Skull
Base.2020 Oct;81(5):585-
593.

Patient
characteristics
affecting accurate
detection of sleep
apnea using a bed
sheet-type portable
monitor

Prospective
Evaluation of Health-
Related Quality of
Life in Patients
Undergoing
Anterolateral
Craniofacial
Resection with
Orbital Exenteration

Kubota C,
Inada T,
Shiino T, 他

精神科
Front Psychiatry. 2020
May 15;11:441.

The Risk Factors
Predicting Suicidal
Ideation Among
Perinatal Women in
Japan



45 Original Article

46 Original Article

47 Original Article

48 Case Report

49 Case Report

Torii Y,
Iritani S,
Sekiguchi H,
他

精神科
SchizophrRes.2020
Sep;223:356-358.

The accumulation of
advanced glycation
end-products in a
schizophrenic patient
with a glyoxalase 1
frameshift mutation:
An autopsy study

Sekiguchi M,
Sobue A,
Kushima I, 他

精神科
TranslPsychiatry.2020Jul
22;10(1):247.

Torii Y,
Iritani S,
Marui T, 他

精神科
SchizophrRes.2020
Sep;223:353-355.

ARHGAP10, which
encodes Rho
GTPase-activating
protein 10, is a novel
gene for
schizophrenia risk

Morphological
alteration of myelin-
oligodendrocytes in a
schizophrenic patient
with 22q11.2 deletion
syndrome: An
autopsy study

Noda Y,
Uchida M,
Mouri A, 他

精神科
EurNeuropsychopharmacol
.2020 Dec;41:92-105.

Sawahata M,
Mori D,
Arioka Y,他

精神科
PsychiatryClinNeurosci.20
20 May;74(5):318-327.

Involvement of
nicotinic
acetylcholine
receptors in
behavioral
abnormalities and
psychological
dependence in
schizophrenia-like
model mice

Generation and
analysis of novel
Reln-deleted mouse
model corresponding
to exonic Reln
deletion in
schizophrenia



50 Original Article

51 Letter

52 Original Article

53 Original Article

54 Case Report

Urata Y,
Saiki W,
Tsukamoto
Y, 他

歯科口腔外科
Cells. 2020 May 14（オンラ
イン）;9(5):1220.

Sato K,
Hayashi Y,
Watanabe K,
他

歯科口腔外科

Journal of Oral and
Maxillofacial Surgery,
Medicine, and Pathology.
2020 Jul;32(4):291-295.

Xylosyl extension of
O-Glucose glycans
on the extracellular
domain of NOTCH1
and NOTCH2
regulates Notch cell
surface trafficking

A case of Warthin
tumors that were
suspected to be
lymph node
metastases of
maxillary gingival
cancer

Hibi H 歯科口腔外科
Journal of Oral
Implantolgy. 2020 Apr
1;46(2):172.

Watanabe J,
Sakai K,
Urata Y, 他

歯科口腔外科
Journal of Dental
Research. 2020
May;99(5):552-560.

Letter to the Editor

Extracellular vesicles
of stem cells to
prevent BRONJ

Yamamoto M,
Bagarinao E,
Kushima I, 他

精神科
PLoSOne.2020
Nov24;15(11):e0239615.

Support vector
machine-based
classification of
schizophrenia
patients and healthy
controls using
structural magnetic
resonance imaging
from two independent
sites



55 Case Report

56 Original Article

57 Original Article

58 Original Article

59 Original Article

Ochiai Y,
Yamaguchi J,
Kokuryo T,
他

消化器外科一
Hepatology. 2020
Aug;72(2):503-517.

Trefoil Factor Family
1 Inhibits the
Development of
Hepatocellular
Carcinoma by
Regulating beta-
Catenin Activation.

Kamio H,
Tsuchiya S,
Kuroda K, 他

歯科口腔外科
Acta Biomaterialia. 2020
Sep 15;114:460-470.

Ogisu K,
Fujio M ,
Tsuchiya S,
他

歯科口腔外科
Cytotherapy. 2020
Oct;22(10):543-551.

Chondroitin-4-
sulfate transferase-1
depletion inhibits
formation of a
proteoglycan-rich
layer and alters
immunotolerance of
bone marrow
mesenchymal stem
cells on titanium
oxide surfaces

Conditioned media
from mesenchymal
stromal cells and
periodontal ligament
fibroblasts under
cyclic stretch
stimulation promote
bone healing in
mouse calvarial
defects

Koma Y,
Fujimoto T,
Uejima S, 他

歯科口腔外科

Journal of Oral and
Maxillofacial Surgery,
Medicine, and Pathology.
2020 Nov;32(6):503-506.

Toyama N,
Tsuchiya S,
Kamio H, 他

歯科口腔外科

Journal of Materials
Science. Materials in
Medicine. 2020 Jul 23（オ
ンライン）;31(8):70.

Bite injury related to
oromandibular
dystonia extending to
the maxillary sinus: A
case report

The effect of
macrophages on an
atmospheric pressure
plasma-treated
titanium membrane
with bone marrow
stem cells in a model
of guided bone
regeneration



60 Original Article

61 Original Article

62 Original Article

63 Original Article

64 Original Article

Yamaguchi J,
Kokuryo T,
Yokoyama Y, 
他

消化器外科一
Oncogene. 2021
Mar;40(12):2273-2284.

Onoe S, 
Ebata T,
Yokoyama Y,
Igami T,他

消化器外科一
HPB (Oxford). 2021 Mar
18:S1365-182X(21)00071-
X.

Premalignant
pancreatic cells seed
stealth metastasis in
distant organs in
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鈴木敦夫，鈴
木伸明，兼松
毅，他

臨床検査部門
日本血栓止血学会誌.
2020 31(4): 409-419

血小板膜糖蛋白質
GPIb変異体を用いた
von Willebrand因子
活性測定試薬
「INNOVANCE®
VWF Ac」の基本性能
評価

菊地良介，松
山浩之，度會
理佳，他

臨床検査部門
医学検査.2021
Jan;70(1),86-92

鈴木敦夫，菊
地良介，安藤
善孝，他

臨床検査部門
医学検査. 2020 Jul;
69(3):353-359

VITROS XT7600によ
る3日間の停電を想
定した過酷環境下に
おけるウェット試薬とド
ライ試薬の安定性評
価

フロントエンド分注装
置IDS-CLAS3600 を
用いた自動搬送血液
凝固検査システムの
構築と運用

金貞姫，菊地
良介，鈴木敦
夫，他

臨床検査部門
医学検査.2020
Oct;69(4):554-561

菊地良介，金
貞姫，鈴木敦
夫，他

臨床検査部門
医学検査.2020
Oct;69(4):546-553

新型コロナウイルス感
染症に対する抗
SARS-CoV-2抗体検
査試薬の比較検討 -
抗原種の違いによる
特性と抗体アイソタイ
プの関連-

新型コロナ感染症の
早期検出に抗SARS-
CoV-2 spike protein
S1 domain-IgA抗体
が寄与する可能性

菊地良介，度
會理佳，横山
覚，他

臨床検査部門
医学検査.2020
Apr;69(2):184-192

村瀬悠理，菊
地良介，鈴木
敦夫，他

臨床検査部門
医学検査.2020
Jul;69(3):397-402

5種類のcarbohydrate
antigen 19-9測定試
薬による相関及び膵
臓がん診断能評価

治療薬物モニタリング
測定における
VITROS XT7600と
Dimension EXL200の
比較検証 -TDM検査
の災害時患者個別支
援-

栗本 秀, 佐
伯 将臣, 徳
武 克浩, 他

手の外科
末梢神経 (0917-6772)31
巻1号 Page148-
153(2020.06)

尺骨神経皮下前方移
動術により治療した尺
骨神経内ガングリオ
ン
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川嶋 啓揮,
橋本 千樹,
大野 栄三郎,
他

消化器内科
Gastroenterological
Endoscopy. 2020 May;
62(5): 593-603.

石川 卓哉, 
川嶋 啓揮, 
大野 栄三郎,
 他

消化器内科
胆道. 2020 May; 34(2):
145-152.

8mm径と10mm径の
Fully covered Self-
Expandable Metal
Stentsの比較試験
切除不能遠位胆管悪
性狭窄患者に対する
多施設共同前向き試
験

胆嚢隆起性病変の評
価における経腹壁3D
エコーの有用性に関
する検討

浅野　栞奈,
大滝 周, 大
木 友美, 他

看護部
性とこころ.2020
Jun;11(1):151-155.

角嶋直美,廣
瀨崇,藤城光
弘

消化器内科
消化器内視鏡
2021;33(2)298-300

看護学生の一次救命
処置に対する自信度
の実態調査　蘇生技
術への自信のなさに
関する基礎的研究

[十二指腸　診断]内
視鏡治療適応の判断
は大きさ?拡大観察?

渡邊友美，加
藤千秋，遠藤
比呂子，他

臨床検査部門
日本輸血細胞治療学会
誌.2020 Jun;66(3):538-
544

0.8%赤血球浮遊液に
おける不規則抗体の
検出

川上 民裕,
秋山 真志,
須賀 康, 他

皮膚科
日本皮膚科学会雑誌
2020 Aug;130(9:2007-
2016.

穿孔性皮膚症
(perforating
dermatosis)の診療の
手引き

大野 栄三郎,
廣岡 芳樹,
川嶋 啓揮,
他

消化器内科
超音波医学. 2021 Jan;
48(1): 35-44

米田 耕造,
久保 亮治,
乃村 俊史,
他

皮膚科
日本皮膚科学会雑誌 
2020 Aug; 130 (9): 2017-
2029.

自己免疫性膵炎の活
動性評価を目的とし
た超音波内視鏡下
shear-wave測定の臨
床的実現可能性と有
用性の検討　前向き
探索的研究

掌蹠角化症診療の手
引き
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菊地 良介,
度會 理佳,
鈴木 敦夫,他

検査部
医学検査　2020.04　69巻
2号 Page184-192

5種類のcarbohydrate
antigen 19-9測定試
薬による相関及び膵
臓がん診断能評価

渡邊 友美,
加藤 千秋,
遠藤 比呂子,
他

検査部
日本輸血細胞治療学会誌
2020.6　66巻3号、 538-
543

鈴木 敦夫,
菊地 良介,
亀山 なつみ,
他

検査部
医学検査　2020.04　69巻
2号 Page193-197

0.8％赤血球浮遊液
における不規則抗体
の検出

災害時の運用を想定
したVITROS XT7600
によるDダイマー測定
の検討

鈴木 由以
佳，武市 拓
也

皮膚科
Visual Dermatology 19巻
臨時増刊号 Page136-
138(2020.06)

武市 拓也，
秋山 真志

皮膚科
皮膚病診療 42巻8号
Page656-661(2020.08)

【まるわかり皮膚科生
体検査　診断ツール
を完全マスター】
(Part.2)皮膚の機能を
評価しよう　遺伝子検
査　遺伝性疾患

【新しい角化異常症
の世界】総説　新しい
角化異常症の世界

石黒 裕梨，
武市 拓也，
宮 一朗，他

皮膚科
皮膚科の臨床 62巻4号
Page483-486(2020.04)

安達 ルナ，
武市 拓也

皮膚科
Derma. 294号 Page193-
196(2020.04)

高齢者の顔面に生じ
たAtypical
Fibroxanthomaの1例

【"顔の赤み"鑑別・治
療アトラス】天疱瘡に
伴う顔の赤み　落葉
状天疱瘡の1例

熊野 友華,
岩田 洋平,
山北 高志,
他

皮膚科
臨床皮膚科 (0021-
4973)74巻8号 Page579-
582

色素性痒疹様皮疹を
呈した成人Still病の1
例
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52 Others前澤　聡 脳神経外科
Clinical neuroscience,2020
年11月,38(11)1478-1480

検査からみる神経疾
患　てんかんに対す
るSEEG(stereotactic
electroencephalograp
hy)(解説)

菊地 良介,
松山 浩之,
度會 理佳,
他

検査部
医学検査　2021.01　70巻
1号 Page86-92

奥田誠，池本
純子，石丸
健，他

輸血部
日本輸血細胞治療学会誌
2020.12　第66巻　第6号
695-717

VITROS XT7600によ
る3日間の停電を想
定した過酷環境下に
おけるウェット試薬とド
ライ試薬の安定性評
価

赤血球型検査（赤血
球系検査）ガイドライ
ン（改訂3版）

金 貞姫, 菊
地 良介, 鈴
木 敦夫, 度
他

検査部
医学検査　2020.10　69巻
4号 Page554-561

菊地 良介,
金 貞姫, 鈴
木 敦夫, 他

検査部
医学検査　2020.1069巻4
号 Page546-553

新型コロナウイルス感
染症に対するSARS-
CoV-2抗体検査試薬
の検討　抗原種の違
いによる特性と抗体ア
イソタイプの関連

新型コロナ感染症の
早期検出に抗SARS-
Cov-2 spike protein
S1 domain-IgA抗体
が寄与する可能性

村瀬 悠理,
菊地 良介,
鈴木 敦夫,他

検査部
医学検査　2020.07　69巻
3号 Page397-402

鈴木 敦夫,
鈴木 伸明,
兼松 毅, 他

検査部
日本血栓止血学会誌
2020.08　31巻4号
Page409-419

治療薬物モニタリング
測定における
VITROS XT7600と
Dimension EXL200の
比較検証　TDM検査
の災害時患者個別支
援

血小板膜糖蛋白質
GPIb変異体を用いた
von Willebrand因子
活性測定試薬
「INNOVANCE VWF
Ac」の基本性能評価

鈴木 敦夫,
菊地 良介,
安藤 善孝,
他

検査部
医学検査　2020.07　69巻
3号 Page353-359

フロントエンド分注装
置IDS-CLAS3600を
用いた自動搬送血液
凝固検査システムの
構築と運用
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竹内和人，永
谷哲也，渡邊
督，他

脳神経外科
日本内分泌学会雑
誌,2020 Aug；96 Suppl.

下垂体機能温存を目
的とした頭蓋咽頭腫
摘出への挑戦

永田雄一，竹
内和人，山本
太樹，他

脳神経外科
日本内分泌学会雑
誌,2020 Aug；96 Suppl.

永田雄一，竹
内和人，山本
太樹，他

脳神経外科
日本内分泌学会雑
誌,2020 Aug；96 Suppl.

下垂体腺腫における
手術操作と術後中枢
性尿崩症の発生につ
いての検討

経鼻内視鏡手術にお
ける閉創法の工夫

金森史哲, 荒
木芳生, 横山
欣也, 他

脳神経外科 脳外誌,2020;29 442-447

竹内和人，永
谷哲也，渡邉
督，他

脳神経外科
日本内分泌学会雑
誌,2020;９６ 10-Aug

小児もやもや病血行
再建術後の
periventricular
anastomosis.

下垂体機能温存を目
的とした頭蓋咽頭腫
摘出への挑戦

菅野 秀宣,
原 恵子, 前
澤 聡, 他

脳神経外科
精神科,2020年6
月,36(6)445-451

高井 想生,
前澤 聡, 中
坪 大輔, 他

脳神経外科
脳神経外科ジャーナ
ル,2020年4月,29(4)298-
306

【てんかん診療連携
の現状と課題】都市
部におけるてんかん
診療連携の現状と課
題

Broca野を摘出した皮
質形成異常を伴う焦
点性てんかんの1例

水野聡美，
前澤　聡

脳神経外科
高次脳機能研究,2020年9
月,40(3)377-384

成人の健常加齢と高
次脳機能における脳
形態解析(VBM)
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伊藤倫太郎，
岩野信吾，長
縄慎二

革新的生体可視化技術開発
産学協同研究講座

臨床免疫・アレルギー科
75(2):189-193.

コロナウイルス肺炎の
Ai診断

伊藤倫太郎
革新的生体可視化技術開発
産学協同研究講座

Rad Fan19(2):52-53.

伊藤倫太郎
革新的生体可視化技術開発
産学協同研究講座

Rad Fan19(2):74-76

特集2　2030年放射
線科はこう変わる
CLINICAL REPORT
2030年の放射線医

MY BOOK MARK～
本当に使いやすい製
品がこの中に～　File
No. 8 放射線科診断
専門医の私とデバイ
スについて

竹原康雄
新規低侵襲画像診断法基盤
開発研究寄附講座

Rad Fan 2020 Sep, 18 (9):
44-45.

田岡俊昭
革新的生体可視化技術開発
産学協同研究講座

日獨医報 2020 Jun, 64
(2): 88-98.

特集1　JRC2020web
開催徹底分析！
Part2 2020web私の
〇と×

1.　脳脊髄液の動態

長縄慎二 放射線科

月間新医療データブック・
シリーズ　医療機器システ
ム白書　2020 Dec, 2021:
14-18.

長縄慎二，田
岡俊昭，川井
恒

放射線科

脳とこころの研究センター
脳疾患克服に向けた次世
代創薬開発のためのコ
ホート・コンソーシアム型研
究拠点形成　23

【基調論文】CTおよ
びMRIなどの画像診
断装置の今後の展望

MRによる頭蓋内間質
液・脳脊髄液動態の
解明

長縄慎二 放射線科

耳鼻咽喉科山形 (日本耳
鼻咽喉科学会山形県地方
部会誌) 2020 Sep, 24: 54-
55.

第21回山形めまい研
究会　特別講演Ⅰ
MR imaging of
endolymphatic
hydrops; What is
right, what is wrong,
and what is new.
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伊藤 弘幸,
高成 啓介,
中村 優, 他

形成外科
 日本形成外科学会会誌
2020.Sep; 40(9):489-496

膝蓋骨および大腿四
頭筋の広範欠損に対
して大腿筋膜付き前
外側大腿皮弁による
機能的再建を行った
1例

尾崎紀夫，山
田清文，鳥本
真由美，他

薬剤部
臨床精神薬理. 2021
24(5): 443-445

亀井譲，神戸
未来

形成外科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科
2020.Aug;92(9):720-724

精神疾患の適切な診
断と評価に基づく向
精神薬の適正使用

顔面神経の再建

野田幸裕，岩
永周子，鳥居
綾，他

薬剤部
日本薬剤師会雑誌. 2020
72(10):1063-1072

川原田由佳
梨，岸里奈，
宮川泰宏，他

薬剤部
日本薬剤師会雑誌. 2021
57(3):329-334

薬剤師外来における
吸入療法指導を支援
する患者シート、評価
基準と連携ツールの
高構築.

服薬中の授乳婦への
薬剤管理指導に関す
る実態調査．

遠藤継良，佐
藤潤一，川鰭
昌吾，他

薬剤部
医療薬学. 2020 46
(2):109-117

堀田彰悟，肥
田裕丈，松原
匡希，他

薬剤部
医療薬学. 2021
47(3):123-131

経皮吸収型鎮痛消炎
剤エスフルルビプロ
フェン・ハッカ油製剤
（SFPテープ）の処方
変更による粘着特性
の検討.

ベンゾジアゼピン系
薬の長期使用患者に
おけるスボレキサント
の導入に関する後方
視的調査．

石垣聡子，佐
竹弘子，松本
篤子，他

放射線科
日獨医報 2020 Dec, 65
(1): 5-11.

【特集】　マネジメント
に苦慮する疾患： Is
it benign, malignant
or insignificant? 1. 甲
状腺病変の診断とマ
ネジメント
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田中裕次郎 小児外科

スタンダード小児内視鏡外
科手術　押さえておきたい
手技のポイント,2020,71-
73

城田千代栄 小児外科

スタンダード小児内視鏡外
科手術　押さえておきたい
手技のポイント,2020,97-
98

Ⅱ手術術式編　胸部
および縦隔／食道
食道閉鎖症A型／
long gap[根治術]

Ⅱ手術術式編　胸部
および縦隔／肺，胸
腔　乳び胸[胸管結
紮]

内田広夫 小児外科
日本外科学会雑
誌,2020.7,121(4)477-478

田井中貴久 小児外科

スタンダード小児内視鏡外
科手術　押さえておきたい
手技のポイント,2020,62-
63

知っておくべきサブス
ペシャルティ領域別ト
レーニングプログラム
知っておくべきサブス
ペシャルティ領域別ト
レーニングプログラム
小児外科(解説)

Ⅰ基礎編　ナビゲー
ション　Indocyanine
green

酒井 喜規,
後藤 縁, 田
井中 貴久,
他

救急科, 小児外科
日本救急医学会雑誌.
2021; 32: 208-12

複数個の磁石玩具の
誤飲により胃穿孔お
よび結腸穿孔を来し
た小児の1例(Gastric
and colon
perforations caused
by ingestion of
multiple magnetic
toys in a pediatric
patient: a case
report)

田井中貴久 小児外科

スタンダード小児内視鏡外
科手術　押さえておきたい
手技のポイント,2020,128-
130

田中裕次郎 小児外科

スタンダード小児内視鏡外
科手術　押さえておきたい
手技のポイント,2020,164-
166

Ⅱ手術術式編　腹壁
および胸壁　鼠径ヘ
ルニア［ヘルニア根治
術／SILPEC］

Ⅱ手術術式編　腹部
／胃　胃食道逆流症
[食道空腸吻合]
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2

長尾　能雅 患者安全推進部

改訂第２版　医療安全管
理実務者　標準テキスト.
202102;（112-115）　へる
す出版

［共著］病院内の医療
安全（部署別管理者
の注意点）

長尾　能雅 患者安全推進部
日本整形外科學會雑誌
別刷. 2020 ; 94（11）
(1041-1048)

患者安全管理の全体
像

長尾　能雅 患者安全推進部
医療の質・安全学会誌.
2020 ; vol.15 no.3 (266-
277)

長尾　能雅 患者安全推進部
小児科診療. 2020 ; vol.83
No.12（119-123）

COVID-19と患者安
全

患者安全のために;
最高質安全責任者
（CQSO)養成プロジェ
クトについて

大橋研介，多
田実，堀佑太
郎，他

小児外科

スタンダード小児内視鏡外
科手術　押さえておきたい
手技のポイント,2020,385-
386

千馬 耕亮,
田中 裕次郎,
城田 千代栄,
他

小児外科
日本小児外科学会雑
誌,2021.2,57(1)22-26

Ⅱ手術術式編　泌尿
器・生殖器　精巣静
脈瘤[結紮術(単孔
式)]

腹壁破裂を合併した
結腸閉鎖症に対し
て、器械吻合による
一期的結腸吻合後
sutureless腹壁閉鎖を
施行した1例

内田広夫 小児外科

スタンダード小児内視鏡外
科手術　押さえておきたい
手技のポイント,2020,256-
260

村瀬成彦 小児外科

スタンダード小児内視鏡外
科手術　押さえておきたい
手技のポイント,2020,307-
308

Ⅱ手術術式編　腹部
／胆道　胆道閉鎖症
[肝門部空腸吻合術]

Ⅱ手術術式編　腹部
／副腎　神経芽腫[腫
瘍生検術]

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 
倫理審査委員会業務（利益相反マネジメント、試料等の保管、対応表の管理、有害事象、審査受
託、教育等）及び 研究者の申請についての手順・方法等 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年４６回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 
利益相反の定義、教職員等の責務、委員会の組織等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年１２回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年５回 

 ・研修の主な内容 
「倫理委員会の歩みとこれから」「臨床介入研究（特定臨床研究）における留意点」「臨床観察
研究の倫理審査」「最近の臨床研究の課題」「フルゲノム解析研究の実施に関しての倫理的問題
点について」 
 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

各診療科に所属して、初期研修によって習得された基本的診療能力に上乗せされる、医師とし

ての総合的診療能力の習得に加えて、当該診療科で実施されている先進的な医療に特化した研修

を行うことで、医師としての広くかつ専門的経験を蓄積しながら、専門医資格の取得等を目指す

後期研修を実施している。 

 また、新しい専門医制度の平成30年4月開始に伴い、全19領域の基幹病院として、日本専門医機

構に提出した各領域のプログラムに基づき、専門医師資格の取得を目指す後期研修を実施してい

る。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数           197人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

佐藤 寿一 総合診療科 病院教授           35年  

葛谷 雅文 老年内科 教授           38年  

清井 仁 血液内科 教授           35年  

室原 豊明 循環器内科 教授           36年  

石上 雅敏 消化器内科 准教授 30年  

橋本 直純 呼吸器内科 准教授 27年  

有馬 寛 糖尿病・内分泌内科 教授           33年  

丸山 彰一 腎臓内科 教授           32年  

勝野 雅央 脳神経内科 教授           26年  

江畑 智希 消化器外科一 教授           31年  

中山 吾郎 消化器外科二 准教授          28年  

古森 公浩 血管外科 教授           39年  

小倉 靖弘 移植外科 病院教授           30年  

菊森 豊根 乳腺・内分泌外科 講師           32年  

碓氷 章彦 心臓外科 教授           40年  

芳川 豊史 呼吸器外科 教授           24年  

亀井 譲 形成外科 教授           36年  

内田 広夫 小児外科 教授           32年  

西脇 公俊 麻酔科 教授           37年  

高橋 義行 小児科 教授           29年  

梶山 広明 産科婦人科 教授          26年  

尾崎 紀夫 精神科 教授           39年  

今釜 史郎 整形外科 教授           24年  

西口 康二 眼科 教授           24年  

秋山 真志 皮膚科 教授           35年  

加藤 真史 泌尿器科 准教授           25年  

曾根 三千彦 耳鼻いんこう科 教授           34年  

長縄 慎二 放射線科 教授           34年  



齋藤 竜太 脳神経外科 教授           23年  
後藤 縁 救急科 病院講師          13年  

西田 佳弘 リハビリテーション科 病院教授 33年  

日比 英晴 歯科口腔外科 教授           34年  

下山 芳江 病理部 准教授           24年  

八木 哲也 中央感染制御部 教授           33年  

小谷 友美 総合周産期母子医療ｾﾝﾀｰ 准教授      25年  

安藤 雄一 化学療法部 教授           31年  

錦織 宏 卒後臨床研修・ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 教授           23年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

【看護部】 
看護部は、専門職として自律し、主体的に看護活動ができる看護師の育成を目指して、研修・
教育を実施している。新人を対象とする卒後臨床研修制度は，①基礎的な看護の知識・技術・
態度の習得を図る、②看護師としての実践力を身につけること，を目標としている。この制度
の研修の１つにフィジカルアセスメントを中心とした Savinglifeナース育成研修がある。こ
れは患者の変化を早急に気づき、患者の早期回復に向けた看護実践ができる看護師を育成する
ための研修である。看護職員全員が3年間をかけてこの研修を修了している。この他に，高度
急性期病院の役割を果たすための病院研修として救命講習会があり，全職員が2年に１度一次
救命講習会に参加している。また，手術室，集中治療室等，ハイリスクエリアと定めた部門の
職員は，2年に１度二次救命講習会に参加している。全看護職員は，2年間をかけこの講習会に
参加している。 
 
【医療技術部】 

 「ロジカルシンキング」論理的なコミュニケーション方法に関する研修 

 

 ・研修の期間・実施回数 
【看護部】 
2020年4月～2021年3月 
48のプログラム、延べ429時間（オリエンテーション時の研修含む） 
一次救命、二次救命講習会は12回開催 
 

【医療技術部】 

 令和3年2月19日（金）18：00～19：00・１回 

 

 ・研修の参加人数 

【看護部】 
延べ5409人（オリエンテーション参加人数：延べ2292人含む） 
 
【医療技術部】 
113名 
 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

【臨床研究セミナー】 
  臨床研究を担う人材の育成を目的とし，臨床研究に従事する職員（医師及び歯科医師含む）
，研究者，大学院生等を対象として，先端医療開発部が毎月１，２回程度開催している。講
習内容は毎回異なり，法規，知財，モニタリング等，多岐に渡るテーマでセミナーを実施し
ている。 



 
 ・研修の期間・実施回数 
  １セミナーにつき１時間半 
  令和２年度は延べ１７回開催した。（DVD上映でのセミナー４回を含む） 
 
 ・研修の参加人数 
  令和２年度は延べ３，３９２名が受講した。（DVDでの受講者４１０名を含む） 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 小寺 泰弘 

  管理担当者氏名 副病院長、患者安全推進部長 長尾 能雅 
副病院長、電子カルテ管理室長 松下 正  
病院長補佐、薬剤部長 山田 清文   
総務課長 正木 純一  
医事課長 土屋 有司 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・疾病分類 
ICD-10 
 
・管理形態 
 外来カルテ・入院カル
テ 
 1患者1電子カルテで
中央管理（一部紙媒 体
にて保存） 
 
・持ち出しに関する取扱
い 
 診療録の持ち出しは
原則禁止としている。エ
ックス線写真の持ち出
しは，名古屋大学医学部
附属病院病歴等管理要
項第12及び第13のとお
りの取扱とする。（別添
参照） 

各科診療日誌 中央管理 
処方せん 中央管理 
手術記録 中央管理 
看護記録 中央管理 
検査所見記録 中央管理 
エックス線写真 中央管理 
紹介状 中央管理 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

中央管理 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事労務課  
高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

経営企画課，医事課 

高度の医療の研修の実績 人事労務課 
閲覧実績 総務課，医事課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課，薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

患者安全推進部 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況 

患者安全推進部 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

患者安全推進部 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

患者安全推進部 
 



 
 

 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

患者安全推進部 
 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

患者安全推進部 
 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

患者安全推進部 
 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

患者安全推進部 
 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

経理課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経理課，臨床工学技術部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経理課，臨床工学技術部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経理課，臨床工学技術部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

患者安全推進部  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

患者安全推進部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

患者安全推進部 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

電子カルテ管理室 

医療安全管理部門の設置状況 患者安全推進部 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

薬剤部 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

患者安全推進部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

患者安全推進部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

患者安全推進部 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

監査室 

職員研修の実施状況 患者安全推進部 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



 

名古屋大学医学部附属病院病歴等管理要項 

（趣旨） 

第 1 名古屋大学医学部附属病院（以下「病院」という。）における病歴等の管理については，この

要項の定めるところによる。 

（目的） 

第 2 病歴等の管理は，医学部，大学院医学系研究科及び本院（以下「病院等」という。）における

診療・教育及び研究に資することを目的とする。 

（定義） 

第 3 この要項において病歴等とは，本院の患者に係る診療録，X線フイルム及びそれらの付属書類

（以下「診療録等」という。）をいう。 

 （退院時要約の作成） 

第 4 全診療科において医師は，全退院患者についての退院時要約を作成する。 

2 前項に規定する退院時要約の作成に関し必要な事項は，名古屋大学医学部附属病院病歴等管理要

項実施細則第 2条及び第3条に定める。 

（プライバシーの確保） 

第 5 病院等の職員及び診療録等の閲覧又は貸出（以下「閲覧等」という。）を希望する者は，次に

掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 診療情報の秘密保護に関する事項 

二 患者情報等の秘密保護に関する事項 

三 複写の禁止に関する事項 

四 データの保護に関する事項 

五 その他診療録等の情報管理に関する事項 

（診療録等の管理責任者） 

第 6 診療録等を適正に管理するため,診療録等管理責任者（以下「管理責任者」という。）を置き,

診療担当副病院長をもって充てる。 

（診療録等の管理区分） 

第 7 診療録等の管理は，管理責任者及び医事課が行う。 

2 平成 29年 12月 31日以前の電子媒体上に記録されていない，名古屋大学医学部附属病院病院情

報管理システム管理運用要項施行細則（以下「施行細則」という。）第 11条に規定する対象文書

等については，電子媒体上にスキャン取込み後，原本を保管する。 

3 平成30年1月1日以降に電子媒体上にスキャン取り込みされた施行細則第11条に規定される対

象文書等については，電子化された情報を原本とする。 

（診療録等の保存） 

第 8 診療録等の保存期間は，次のとおりとする。 

一 外来診療録，入院診療録等 受診した診療科の最終受診日から 5年間 

二  診療録等をマイクロフイルム化及び電子化したもの  永久 

2 診療録等の保管方法及び保存期間を経過した診療録の取扱いについては別に定める。 

（診療録等の閲覧及び貸出） 

第 9 診療録等は，原則として診療，教育・研究，公法上の規定及び医事調査等による目的以外は



 

閲覧等を許可しないものとする。 

2 診療録等の閲覧等及び検索に係る遵守事項については，別に定める。 

3 診療に必要な外来診療録，入院診療録等は各診療科の依頼に応じ，医事課が迅速に提供する。 

（診療録等の閲覧等の資格） 

第 10 診療録等の閲覧等ができる者は，次の者とする。 

一 病院等に所属し，診療に従事している医師及び歯科医師 

二 診療従事者として病院長の承認を得た医師及び歯科医師 

三 前各号に掲げる者のほか，病院長又は管理責任者が許可した者 

（診療録等の閲覧等の申請及び許可） 

第 11 医事課が管理する診療録等の閲覧等を希望する者は，医事課が管理する「診療録等閲覧・貸

出申込書」（以下「申込書」という。）を医事課に提出し，許可を得るものとする。 

2 医事課は，前項の申込書を受理した場合は，閲覧等の資格及び利用目的を確認し，適当であると

判断した場合に閲覧等を許可するものとする。 

3 閲覧は医事課内で行うこととし，貸出は病院等の範囲内とする。 

（X線フイルムの院外貸出） 

第 12 前条第 3項の規定にかかわらず X線フイルムの院外貸出については，次に掲げる要件を満た

す場合に許可することができるものとする。 

一 都道府県及び市町村の条例等により，公費負担医療受給申請書等に X線フイルムの添付が求

められている場合の患者（患者が未成年の場合の保護者を含む。）への貸出 

二 労災認定等の資料として X線フイルムの提出が求められている場合の労働基準監督署への貸

出 

三 診療上の必要事由による他の医療機関への貸出 

2 前項第一の貸出の判断は，当該患者が受診している診療科の主治医が行うものとし，主治医が退

職している場合にあっては，当該診療科長が判断する。 

（診療録等の閲覧等の期間） 

第 13 診療録等の閲覧等の期間は 14日間とする。 

2 X線フイルムの院外貸出期間は，前項の規定にかかわらず原則として次のとおりとする。 

一 公費負担医療受給申請及び労災に係るもの 1月以内 

二 その他のもの 2週間以内 

3 閲覧等の期間終了後もなお閲覧等の必要がある場合は，医事課の許可を得るものとし，継続でき

る閲覧等の期間は，前回の閲覧等期間満了日から14日以内とする。 

4 閲覧等の期間内であっても，診療上，当該診療録等が緊急に必要となった場合は，直ちに返却す

るものとする。 

5 医事課が管理する診療録等は，医事課内の所定の場所に返却するものとする。 

（時間外及び休日等の閲覧等） 

第 14 土曜日，日曜日，祝祭日及び 12月 29日から翌年 1月 3日における医事課が管理する診療録

等の閲覧等については，あらかじめ許可を得ているものを除き，診療上，当該患者の診療録等が

緊急に必要な場合にのみ許可する。 

2 前項により医事課が管理する診療録等の閲覧等を行う者は，当該診療録等の所在確認のため，申

込書に必要事項を記載して所定の整理箱に投函しておくものとする。 



 

3 前項により医事課が管理する診療録等の閲覧等を行う場合は，閲覧等を行う者が警務員室から医

事課の鍵の貸出を受けて入室し，退出時は消灯，施錠等の確認を行い，貸出を受けた鍵は退出後

速やかに警務員室に返却するものとする。。 

（雑則） 

第 15 この要項の実施に関し必要な事項は，名古屋大学医学部附属病院病歴管理委員会の議を経て

病院長が定める。 

 

   附 則 

 この要項は，平成16年 4月 1日から実施する。 

   附 則 

 この要項は，平成22年 3月 10日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 24年 4月 11日から実施し，平成24年 4月 1日から適用する。 

   附 則 

 この要項は，平成28年 9月 14日から実施する。 

附 則 

この要項は，令和 3年 4月 14日から実施し，令和3年 4月 1日から適用する。 

 

 

 



 (様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              総務課長 正木 純一 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務課課長補佐 嶽盛 幸枝 

 閲覧の求めに応じる場所              総務課 

 閲覧の手続の概要 
病院の管理及び運営に関する諸記録は、公文書等の管理に関する法律の規定に基づき、保有する

法人文書ファイルとして、名称、保存期間、文書管理者、保存場所、その他の事項を記載した法

人文書ファイル管理簿を作成し、一般の閲覧に供するとともに、公表しています。 

 

 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延      ０  件 
  閲 覧 者 別   医        師    延         件 

  歯  科  医  師    延         件 
      国    延         件 
  地 方 公 共 団 体    延         件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
・ 指針の主な内容： 

 患者安全管理に関する基本的な考え方 
 組織に関する基本的事項 
医療に係る安全管理のための従業者に対する研修に関する基本方針 

 事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に
関する基本方針 

 医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
 患者との間の情報の共有に関する方針 
 患者からの相談等への対応に関する基本方針 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
 
・ 開催状況：年 17 回 
・ 活動の主な内容： 
医療事故発生の防止に努め、かつ、発生した医療事故への適切な対応及び
病院全体の医療の質向上を積極的に図るため、次の事項を審議する。 
 医療事故の防止及び医療安全推進に関する事項 
 医療上の紛争処理に関する事項 
 医療の質向上に関する事項 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 9 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

 全職員、外注業者を対象として、「IPSG.1患者を2つの方法で正しく確
認する」「IPSG.2コミュニケーションを効果的に行う」「IPSG.6入院患
者における転倒・転落による傷害リスクを低減する/IPSG.6.1 外来患
者における転倒・転落による傷害リスクを低減する」「患者安全に関す
る外部情報の活用」「さらなる安全文化の醸成へ向けて」「患者確認手
順の遵守のお願い」「“インシデント患者影響度レベル”の変更につい
て」等をテーマとした研修を実施 

 TeamSTEPPS研修（導入コース）を計2回実施し、79名が受講した 
 TeamSTEPPS研修（アドバンストコース）を計3回実施し、125名が受講
した 

 新規・中途採用職員を対象として、採用時に患者安全ポケットガイド
の内容について研修を実施 

 平成28年度からは、各種会議で患者安全推進部から周知した重要伝達
事項について、各職員の理解度を確認するため、簡易なテストを実施
し、解説を行っている。 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 各部門とのインシデント検討会にて報告事例を審議し、改善に結びつ
ける。（25回開催） 

 重大事故に関しては外部委員主導の事故調査委員会などを開催し、そ
こで得られた分析結果や提言を踏まえ、再発防止に結びつける。 
（5回開催） 

 多職種が関連した事例等については、カンファレンス形式による検討
会を開催し、改善に活かしている。（0回開催） 

 インシデント報告総件数（13,183件） 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
・院内感染対策に関する基本的な考え方 
・院内感染対策のための委員会と組織 
・院内感染対策のための従業者に対する研修に関する事項 
・感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
・院内感染発生時の対応に関する基本方針 
・病院感染リスクアセスメントに基づいた感染対策の立案 
・抗菌薬適正使用の推進 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
院内感染の防止に努めるとともに、発生した感染事例について適切な対応を図る。 
これらの活動のため、次の事項を審議する。 
・院内感染の予防及び対策等に関する事項 
・患者の取扱に関する事項 
・医療従事者への感染予防に関する事項 
・その他院内感染、難治感染症対策及び抗菌薬適正使用に関する事項 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 5 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

 全職員、外注業者を対象として、「院内感染対策と抗菌薬適正使用について」「名大病院にお
ける新型コロナウイルス感染症対策について」「手指衛生について」「抗菌薬適正使用」「院
内感染対策と抗菌薬適正使用そしてCOVID-19 対策について」等をテーマとした研修を実施 

 清掃業者を対象として、「病院の清掃で必要なこと」「自分が感染しない・自分が感染を広げ
ないために必要なこと」をテーマとした研修を実施 

 新規・中途採用職員を対象として、採用時に「針刺し・血液体液曝露」などをテーマとした
研修を実施 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 全病棟と外来、部門を対象に感染対策の知識、手指衛生などの感染対策の実施状況、環境
整備のチェックを中心としたICTラウンドの実施 

 MRSAなどの薬剤耐性菌等の新規検出症例数の独自介入基準を設け、基準に合致した部署に
対して手指衛生観察巡回などを実施し、手指衛生や感染経路別対策感染対策の強化を図っ
ている 

 NICUとの定期的なミーティングの実施、SICU/EMICUのミーティングへの参加 
 抗菌薬適正使用の推進を目的とした薬剤部とのミーティング 
 診療科横断的な感染症症例コンサルテーションと血液培養陽性例への介入 
 4職種の実務的メンバーによるICTコアミーティングを週1回行い、全病院的に感染対策が漏
れなく実施されるよう検討・管理している 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 6 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
・医師・歯科医師・看護師・薬剤師・医療技術部職員を対象とした医薬品の安全使用に係る研修(薬
剤の管理と使用：医薬品覚醒剤原料の取扱い変更、ハイアラート薬・外観・名称類似薬リストの
変更、濃厚電解質の安全な使用の管理、定数配置約使用時の注意点)を実施した。 
・医師・歯科医師・看護師・薬剤師・医療技術部職員を対象とした医薬品の安全使用に係る研修(薬
剤の管理と使用：オキシコンチンTR錠｜慢性疼痛使用時の留意点、IPSG３（ハイアラート薬の安
全性を高める）方針・手順書のポイント、MMU（薬剤の管理と使用）方針手順書のポイント)を実
施した。 
・入職時職員を対象とした研修（入職時オリエンテーション：医薬品）を実施した。 
・中途採用者を対象とした研修（入職時オリエンテーション：医薬品）を実施した。 
・新任看護師を対象とした研修（薬剤管理①、薬剤管理②）を実施した。 
・研修医を対象とした研修（薬剤安全プログラム・医薬品の取り扱いについて）を実施した。 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
医薬品安全管理責任者の業務に関する事項、医薬品の採用・購入に関する事項、医薬品の管理に関
する事項、患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関する事項、患者に対する与薬や服薬指導に
関する事項、医薬品の安全使用に係わる情報の取り扱いに関する事項、ハイアラート薬の取り扱い
、名称類似および外観類似薬の取り扱い、他施設との連携に関する事項、適応外の使用、禁忌等の
処方に係わる確認および指導に関する事項、院内製剤の取り扱いに関する事項、外来化学療法に関
わる事項、重大な有害事象の予防・対応に関する事項、医薬品関連の情報システムに関する事項、
医薬品の安全使用のための業務手順書に基づく業務の遂行に関する事項 
 
 
 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 
【1】 
総合周産期母子医療センター新生児部門の医師より、生後15週目以降のNICU/GCU入室中の患児に対
するロタウイルスワクチンの使用について以下の質問があった。 
質問：「ロタリックスの添付文書の接種対象者・接種時期の項目について『生後6週から初回接種
を開始し、少なくとも4週間の間隔をおいて2回目の接種を完了する。遅くとも生後24週までには接種
を完了させること。また、早期産児においても同様に接種することができる。なお、初回接種は生後
14週6日までに行うことが推奨されている。』と記載されている。また、接種不適当者の中には、15
週以降の児という項目はない。学会からの文書より使用にあたり説明同意書は必要と考えているが、
添付文書の記載からは、15週以降の初回接種者が適応外使用に該当しないに思われるが、どうか。」 
総合周産期母子医療センターでは、2020年10月よりロタウイルスワクチンが定期接種となったため
、NICU/GCUに入院中の患児にもロタリックスの接種を検討していた。ただし、NICUの超早産児や重症
児では、病状から初回接種の時期が推奨(15週未満)から外れてしまう可能性があった。また、小児科
学会、日本新生児成育医学会からはいずれも、原則として生後15週以降の初回接種は推奨しないが、
長期入院等の何らかの医学的理由により接種機会を得られなかった乳児については、十分な検討と保
護者への説明と同意の上で接種することが提言されていた。 
本件の対応として、推奨時期に関する情報収集を収集した。 
はじめに国内でのロタウイルスワクチンの初回接種時期についての資料を確認した。2012年4月24
日薬食案発0424第1号の改訂指示により、初回接種の推奨時期が追記となっていた。ロタリックスイ



 
 
 

 
ンタビューフォームにはその経緯として、米国アメリカ疾病予防センターからrecommendationが公表
されていること、国内外の臨床試験ならびに過去に発売されていたロタウイルスワクチン接種後の腸
重積症発現状況（初回接種時の年齢が高いほど腸重積症の発生率が高いこと、また初回接種時の月齢
が6か月の乳幼児で腸重積症の発生が高いこと、また初回接種時の月齢が6ヵ月の乳児で腸重積症発生
率のピークであること）に基づき接種時期を添付文書の通りに設定したとされていた。また、初回接
種が生後15週以降の乳児は臨床試験の対象患者ではないため有効性及び安全性のデータはないこと、
投与量は初回接種が生後15週以降でも同じであること、添付文書には「早期産児においても同様に摂
取することができる。」と記載あることも確認した。 
次に海外での情報として米国・欧州・オーストラリアの添付文書を確認し、生後15週以降の初回接
種については禁忌や不適当者といった記載はなく、記載内容としては、本邦の添付文書と大きな違い
はないようであった。 
薬剤部で確認した内容を医師に情報提供し、診療部門内で添付文書および各資料の内容、医療上の
リスク等を踏まえての検討の依頼をした。その後、初回接種が15週0日以降になる場合のロタウイル
スによる胃腸炎の予防を対象として適応外使用申請された。その申請は未承認新規医薬品等評価委員
会にて審査、承認され、医薬品安全管理責任者により適当と判断された。 
 
【2】 
当院ではこれまでに産婦人科、歯科口腔外科から院内製剤の染色用ルゴール液が申請され、使用さ
れていた。その院内製剤とは別に消化器内科で試薬ヨウ素液を胃カメラでの検査および治療時に使用
しているとの情報を得たため確認したところ、試薬を使用していることがわかった。消化器内科に他
科より同様に染色目的で院内製剤のルゴール液の適応外使用申請されていることを情報提供し、院内
製剤ルゴール液が適応外使用申請されることとなった。 
適応外使用申請書類の確認の過程でルゴール液による副作用軽減のためにチオ硫酸ナトリウム注
射液を染色部位に噴霧する適応外使用をしていることを確認したため、それらをあわせた使用として
申請することになった。 
適応外使用申請の書類には説明同意文書が含まれるが、本件についてはルゴール液を用いた胃カメ
ラによる検査・治療について患者にわかりやすく説明すること、適応外使用と胃カメラそれぞれにつ
いての説明同意の取得忘れ防止のため、それらを合わせた説明同意文書を作成した。院内製剤ルゴー
ル液の適応外使用の審査で未承認新規医薬品等評価委員会の委員より、胃カメラについては同意する
が、ルゴール液の使用は同意しない場合にどのように対応するかとの指摘があり、議論となった。消
化器内科からはひとつの説明同意文書で患者の意思を確認できる説明同意文書の書式の希望があっ
た。患者安全推進部所属の弁護士に意見を聞き、説明文書に「適応外使用の薬剤を用いる検査である
ことについて」の項を設け、同意書に他の説明と併せて適応外使用についての説明を受けたかを確認
するボックスを作成した。更に、同意文書内にある、説明を受けて患者の意思を示す欄に「適応外使
用の薬剤を用いた検査に同意いたします。」、「適応外使用の薬剤を用いず、検査を行うことに同意
いたします。」、「今回は同意いたしません。」、「セカンドオピニオン等，再度検討させていただ
きます。」を設定し、そのうちひとつをチェックすることで意思表示をする書式とした。なお、本件
の説明同意文書は、適応外使用であるルゴール液については未承認新規医薬品等評価委員会で、胃カ
メラに検査および治療についてはインフォームドコンセント委員会で審査した。 
 
・その他の改善のための方策の主な内容： 
・薬剤部のペイシェントセーフティマネジャーおよび病棟担当薬剤師が、診療科（部）、病棟、中
央診療施設などにおいて、患者安全推進部と連携して、各部署内における医薬品の安全管理に関す
る指導を行っている。 
・医薬品に係わる適正使用に関する情報や副作用情報を薬事委員会や患者安全推進委員会等で報告
している。 
・必要に応じて薬品情報室から安全使用のための情報を文書にて各病棟、外来診療科、その他の部
署に配布するとともにメールにて配信している。さらに、電子カルテのDI参照のお知らせ画面、薬
剤部ウェブサイトにも安全使用のための情報を掲載し職員への周知徹底に努めている。 
・重要度の高い情報については、電子カルテのトップページや院内広報：薬剤部ページにも掲載して
いる。 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     随時 

 
 ・ 研修の主な内容： 
・人工呼吸器・除細動器など特に安全使用に際して技術の習得が必要と考えられる機器に関して、医

療機器総合管理部が年２回実施。 

・放射線部門にて直線加速器と放射線照射装置に関する年２回の定期研修を実施。 

・その他の医療機器についても各部署にて適宜勉強会を実施。 

（随時実施） 

・新卒者のオリエンテーションにて、医療機器の安全使用のための研修を実施。 
・研修医や看護師を対象に臨床工学技士・メーカーによる研修の実施。 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
・医療機器の管理を医療機器管理ソフトにて行っており、購入日・使用場所・保守点検状況等の管理を

行っている。 

・臨床工学技士が生命維持管理装置（人工心肺・血液浄化・不整脈・心臓カテーテル・ＯＰＥ・ＩＣＵ関連）

の操作・保守点検・管理を行っている。 

・院内で中央管理する機器の定期点検は電気安全解析装置などのシミュレーターを用いて実施してい

る。また交換パーツについてはメーカー講習会を受講し、供給を受けて院内で行っている。 

・ダヴィンチやＸ線撮影装置など保守契約を結んでいるものについては、機器の空き状況を確認し実施

している。 

・手術室および臨床工学技術部に委託業者が常駐して医療機器の日常点検や不具合発生時の対応な

どを行う、医療機器保守管理業務契約を締結している。 
・その他医療機器についても、必要に応じ定期点検等の保守契約を結んでいる。 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 
・未承認については、生体分解性食道ステントを適用外使用した事例。 
小児の特殊型先天性食道閉鎖症の吻合部狭窄に対してバルーン拡張術を3週間毎に5回施行する
も、著明な胃食道逆流症の影響により数週間で再狭窄を生じ、経口摂取が困難となっている症例
。成人ではこの場合食道ステント治療が実施されるが、小児に適した製品が存在しない。米国な
ど海外において承認され、良性の食道狭窄に対して使用されている生体分解性食道ステントの最
も小さな規格であれば小児患者にも使用可能であるが、国内では未承認である。食道の吻合部狭
窄に対しては、成長を待って再手術を検討中であるが、それまでの間、小児の発達に重要な嚥下
や咀嚼を可能にするため、生体分解性食道ステント留置を実施した。 
 
・適用外については、R2年度の実績は下記3件。 
1. 原発性膜性腎症に対するLDL吸着器リポソーバーLA-15を使用したLDLアフェレーシス療法 
2. 胎児総排泄腔遺残に伴う胎児腹水に対するダブルバスケットカテーテルを使用した胎児腹腔
羊水腔シャント術 
  3. 栄養カテーテル/エンテラルフィーディングチューブ/胃瘻チューブによる腸管減圧 
 



 
 
 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
PMDAやメーカー、納入業者からの報告を受理し、CEニュース（臨床工学技術部による院内広報）や医
療機器総合管理部が発出するＭＤＩ（Medical Device Information）通知メール、電子カルテに掲載する
など電子媒体を利用して関連部署での情報共有を実施している。 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
医療安全管理責任者を配置しており、患者安全推進部長、患者安全推進委員会委員長を務め、医薬
品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 
 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 10名 ）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品情報は、整理した上で薬事委員会月例報告として院内へ周知している。周知状況の確認

は、各診療科の薬事委員が周知完了報告を薬剤部薬品情報室に提出することにより行っている。

また、各診療科の周知状況は薬事委員会にて報告している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

（適応外） 

適応外については、薬品情報室が未承認新規医薬品等評価委員会で承認した適応外使用医薬品

を「適応外投与（承認）一覧」として部内に配信し情報を共有している。薬剤師は処方監査時に

適応外使用を把握した場合は、患者への説明及びカルテへの記載が必要であること、未承認新規

医薬品等評価委員会への申請が必要であることを医師に指導して記録を残している。 

（禁忌） 

禁忌処方をチェックするシステムは電子カルテ上にあり、医師が処方確定時にアラートが表示

される。また、薬剤部で印字された処方せんの下部にもアラートが印字される。薬剤師は処方監

査時にこのアラート情報を確認し、個別に医師へ連絡し、当該医師の対応方針を確認した後に記

録を残している。 

（未承認薬） 

未承認薬は未承認新規医薬品等評価委員会へ申請し承認を得た上で使用されている。副作用

報告や個別の経過報告を行っている。 

 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門については、「名古屋大

学医学部附属病院未承認新規医薬品取扱要項」および「名古屋大学医学部附属病院未承認新規医

薬品等評価委員会に関する要項」を制定した。 



 
 
 

 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師   ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：目的、方針、適応範囲、定義、役割と責任、遵守と監視、手順、説明と同意の種類、説明と同意の

確認のプロセス、説明・同意書の文書様式、説明及び同意に関し問題が起こった場合、等 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

「診療録等内部監査要項」に基づいてカルテ記載の確認し、その結果を毎月病院機能改善本部会議で

報告をしている。該当診療科の病歴管理委員へフィードバックし診療情報の精度向上に努めている。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（9）名、専任（ ）名、兼任（8）名 

 うち医師：専従（3）名、専任（ ）名、兼任（5）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（2）名 

 うち看護師：専従（3）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

 全部門からのインシデント・アクシデント情報の集積と分析 
 院内の伝達会議、安全研修、学生教育等による周知、啓発 
 重大アクシデントに対し，病院全体で対応できる治療連携体制の起動 
 医療事故に対する第三者による事例検証（医療事故調査） 
 適切なインフォームド・コンセント体制の整備 

 



 
 
 

 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（12 件）、及び許可件数（11 件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

 申請内容を確認するとともに、委員会に対し提供の適否等について意見を求める。 

 部門の長は、委員会の意見を踏まえ提供の適否等について決定し診療科長へ通知。 

 部門の長は、適正な手続きに基づいて提供されたかについて、定期的、又は患者が死亡した場

合には、手術記録、診療録等の記載内容を確認。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・医薬品における前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数(0件)、及び許可件数(0 件) 

・医療機器における前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数(1 件)、及び許可件数(1件) 

 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(医薬品の場合) 

診療科の申請医師は申請書類を薬剤部未承認新規医薬品等管理室に提出する。未承認新規医薬品

等管理室の薬剤師は申請書類(申請書、説明同意文書、確認表)と引用文献等の内容を確認し、疑義

等について申請者に回答の依頼をする。その後、未承認新規医薬品等評価委員会にて評価委員が申

請内容を審査する。事前に評価委員から指摘事項等を挙げ、その内容を申請医師に連絡する。申請



 
 
 

 

医師は書類の修正等委員会前にできるだけ対応し、未承認新規医薬品等評価委員会で申請内容の説

明、指摘事項等の回答等をする。 

申請が適当と判断され、患者に使用された後、申請医師は定期的に経過報告書を提出する。未承

認新規医薬品等管理室の薬剤師は、同意の取得、副作用がモニタリングされているか等遵守状況つ

いて確認を行う。 

(医療機器の場合) 

未承認新規医療機器等の使用の適否及び使用条件について、医療機器選定委員会にて審議した。

使用医療機器の必要性や安全性、患者への同意書の内容について重点的に審議した。また、過去に

承認し、継続的に使用している未承認新規医療機器についても、使用状況、不具合事例がなかった

かを審議した。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 309 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 728 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

 死亡状況の確認及び審議 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：浜松医科大学 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：岐阜大学 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

インシデントやアクシデントの報告等の状況、医療安全管理委員会の業務の状況、医薬品等の安全

使用体制の状況，高難度新規医療技術又は未承認新規医薬品等を用いた医療の適否等を決定する部門

の運用状況，監査委員会の業務の結果及び監査委員会からの指摘への対応状況について紙面調査を受

けたが、立ち入り病院からは疑義・確認させていただきたい事項は無い旨の通知があった。 

当院では引き続き、現在の安全に係る運営体制の実効性を維持するように努めていく。 

 



 
 
 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

地域連携・患者相談センタ-：相談窓口にて一次対応を行なっている。 

安全管理に関連する事案については、医療の質・安全管理部と連携しながら適切に応じる体制を 

整えている。 

各種相談については、担当者が対応。 

 地域連携・患者相談センタ－：相談員 ４名、ＭＳＷ １１名、看護師 １０名 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

・全職員、外注業者を対象とした研修で、インフォームドコンセント、公益通報窓口の設置等に
ついて説明を行った。 

  ・TeamSTEPPS研修を計5回実施し、204名が受講した。 
  ・新規・中途採用職員を対象として、採用時に医療安全ポケットガイドの内容について研修を実
施。 

  ・平成28年度からは、各種会議で医療の質・安全管理部から周知した重要伝達事項について、各
職員の理解度を確認するため、簡易なテストを実施し、解説を行っている。 

  ・e-learning研修を導入し、研修実施後の学習効果の測定を行っている。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者が、公益財団法人

日本医療機能評価機構が実施する「2020 年度特定機能病院管理者研修」を受講した。 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

2019 年 2月に JCI による認証を受けており、2022 年 2 月に再審を受ける予定。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

病院ホームページの学内専用サイトに掲載する等して、構成員向けに周知している。 



 
 
 

 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

特に改善を要すると指摘された 9項目について改善計画を策定し、毎月の関係会議にて対応状況を報

告させることでモニタリングを実施している。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

  
１．人格が高潔で，学識が優れ，医学部附属病院内外の信頼を得ることができ

る者であること。 
 
２．医学部附属病院等における学生への教育，学術研究及び社会貢献に関して，

調和のとれた運営を行うことができる者であること。 
 
３．医学部附属病院の運営にあたり，構成員の意見に耳を傾けつつ，迅速な意

思決定を行う強い指導力を発揮することができる者であること。 
 
４．診療，臨床教育，臨床研究など大学病院特有のミッションに精通し，医療

機関の管理者としてリスク対応を含めた高いマネジメント能力を持ち，多

職種からなる構成員に対して，優れたリーダーシップを発揮できる者であ

ること。 
 
５．医療安全管理業務の経験並びに医療安全を第一に考える姿勢及び指導力を

備え，医療安全確保のために必要な資質・能力を有する者であること。 
 
６．医学部附属病院の安定的財政基盤の確立と効率的な組織編成を実現できる

総合的運営能力を有する者であること。 
 
７．国際的な視野を持って医学部附属病院の運営を行うことができる者である

こと。 
 
８．医学部附属病院の現状を正確に分析するとともに，中長期的な目標に向か

って将来ビジョンを具体的かつ明確に示し，全学及び医学部附属病院の課

題について，総長と連携して取り組むことができる者であること。 
 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

  ホームページにて公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



 
 
 

 
規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院の経営，管理及び人事に関する企画，立案及び方針を決定する。 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

病院部長会において各診療科長に報告するとともに、病院連絡会において各医局長に決定事項

を周知している。 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

小寺 泰弘 ○ 医師 病院長 

西脇 公俊  医師 副病院長 

曾根 三千彦  医師 副病院長 

丸山 彰一  医師 副病院長 

長尾 能雅  医師 副病院長 

松下 正  医師 副病院長 

藤井 晃子  看護師 副病院長 

永家 清考  事務 副病院長 

安藤 雄一  医師 病院長補佐 

白鳥 義宗  医師 病院長補佐 

山田 清文  薬剤師 病院長補佐 

阿部 真治  診療放射線技師 病院長補佐 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
   名古屋大学ホームページに掲載 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
 
病院長の権限に関する内容は下記のとおり 

 
   ・病院長は，病院の管理，運営をつかさどり，所属職員を統督する。 
 ・病院長は，病院で行われる診療について，その実施状況の報告を求め，又は自ら調査し， 
必要に応じて是正又は停止を命ずることができる 

   ・部長，科長，センター長，部門長等（以下「部長等」という。）の任命は，病院長が行う。 
・病院長は，部長等が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，これを免ずることがで
きる。 
一 勤務実績がよくない場合 
二 心身の故障のため職務の遂行に支障があり，又はこれに堪えない場合 
三 その他必要な適性を欠く場合 
・部長等は，別に定める手続きを経ることなく，その意に反して免ぜられることはない。 
・病院長は，第4項の規定により部長等を免じたときは，その理由を明らかにしなければなら
ない。 

 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 
    副病院長は，病院長から指示された具体的な事項を担当し，及び病院長が海外渡航等で不在
の場合は，あらかじめ病院長が指名した副病院長が，病院長の職務を代行する。 
 副病院長は，病院長の職務を円滑に遂行させるため，病院の管理・運営等に関する企画・立
案にかかわるとともに，広報の職務又は病院の教育・研究・診療にかかわる職務を分担する。 

    病院長補佐は，病院全体の立場に立ち，病院の管理・運営等に関し提案された企画立案等を
検討し，病院長に提言する。 

 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
 
    管理者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者が、公益財団法人日本医療機能
評価機構が実施する「2020年度特定機能病院管理者研修」を受講。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 
 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 ２ 回 

・活動の主な内容： 

 以下に掲げる事項を監査する。 

 ・医療安全管理に係る体制 

 ・医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者，医療機器安全管理責任者等の業務の状況 

 ・医療の質・安全管理部の業務の状況 

 ・医療の質向上と安全推進委員会の業務の状況 

 ・その他医療安全管理に関して必要な事項 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 名古屋大学医学部附属病院ホームページにおいて公開 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

柵木 充明 愛知県医師会 ○ 愛知県医師会長

を務めており，医

療安全に精通し

ているため。 

有・無 1 

三島 信彦 AOI 名古屋病院  AOI 名古屋病院 

病院長を務めて

おり，医療安全に

精通しているた

め。 

有・無 1 

長谷川  ふ

き子 

成田・長谷川法

律相談所 

 医療安全管理を

得意とする弁護

士であり，法律に

関する高い識見

を有しているた

め。 

有・無 1 



 
 
 

 
芦田 豊 全国健康保険

協会愛知支部 

 全国健康保険協

会愛知支部長を

務めており，医療

を受ける者とし

て，医療に係る高

い見識を有して

いるため。 

有・無 2 

中東 正文 名古屋大学  総長が指名する

理事・副総長 

有・無 3 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 
 

 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 
  名古屋大学監査室において、病院も含めた全学の業務方法書、規程、内規等の整備状況及び実施
状況、年度計画に基づく組織及び制度全般の運営状況、人事管理状況などについて監査を行ってい
る。 
  また、「東海国立大学機構における内部統制システムの整備及び運用に関する規程」を整備し、
病院も含めた全学の業務状況を確認するため、内部統制委員会を年一回開催することとしている。 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 名古屋大学ホームページに掲載 
 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 
 

 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
 
 
東海国立大学機構役員会をもって充てることとし、病院の経営に関する事項については病院長、又
は副病院長が出席し審議を行うこととしている。 
 
 
 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 ２６ 回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 ２ 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   名古屋大学ホームページで公表 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 
 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

 名古屋大学ホームページに掲載するとともに、職員に配付している「医療安全ポケットガイド」に

おいても掲載し、案内している。 

 

 

 

 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

  
１．人格が高潔で，学識が優れ，医学部附属病院内外の信頼を得ることができ

る者であること。 
 
２．医学部附属病院等における学生への教育，学術研究及び社会貢献に関して，

調和のとれた運営を行うことができる者であること。 
 
３．医学部附属病院の運営にあたり，構成員の意見に耳を傾けつつ，迅速な意

思決定を行う強い指導力を発揮することができる者であること。 
 
４．診療，臨床教育，臨床研究など大学病院特有のミッションに精通し，医療

機関の管理者としてリスク対応を含めた高いマネジメント能力を持ち，多

職種からなる構成員に対して，優れたリーダーシップを発揮できる者であ

ること。 
 
５．医療安全管理業務の経験並びに医療安全を第一に考える姿勢及び指導力を

備え，医療安全確保のために必要な資質・能力を有する者であること。 
 
６．医学部附属病院の安定的財政基盤の確立と効率的な組織編成を実現できる

総合的運営能力を有する者であること。 
 
７．国際的な視野を持って医学部附属病院の運営を行うことができる者である

こと。 
 
８．医学部附属病院の現状を正確に分析するとともに，中長期的な目標に向か

って将来ビジョンを具体的かつ明確に示し，全学及び医学部附属病院の課

題について，総長と連携して取り組むことができる者であること。 
 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

  ホームページにて公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



 
 
 

 
規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院の経営，管理及び人事に関する企画，立案及び方針を決定する。 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

病院部長会において各診療科長に報告するとともに、病院連絡会において各医局長に決定事項

を周知している。 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

小寺 泰弘 ○ 医師 病院長 

西脇 公俊  医師 副病院長 

曾根 三千彦  医師 副病院長 

丸山 彰一  医師 副病院長 

長尾 能雅  医師 副病院長 

松下 正  医師 副病院長 

藤井 晃子  看護師 副病院長 

永家 清考  事務 副病院長 

安藤 雄一  医師 病院長補佐 

白鳥 義宗  医師 病院長補佐 

山田 清文  薬剤師 病院長補佐 

阿部 真治  診療放射線技師 病院長補佐 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
   名古屋大学ホームページに掲載 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
 
病院長の権限に関する内容は下記のとおり 

 
   ・病院長は，病院の管理，運営をつかさどり，所属職員を統督する。 
 ・病院長は，病院で行われる診療について，その実施状況の報告を求め，又は自ら調査し， 
必要に応じて是正又は停止を命ずることができる 

   ・部長，科長，センター長，部門長等（以下「部長等」という。）の任命は，病院長が行う。 
・病院長は，部長等が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，これを免ずることがで
きる。 
一 勤務実績がよくない場合 
二 心身の故障のため職務の遂行に支障があり，又はこれに堪えない場合 
三 その他必要な適性を欠く場合 
・部長等は，別に定める手続きを経ることなく，その意に反して免ぜられることはない。 
・病院長は，第4項の規定により部長等を免じたときは，その理由を明らかにしなければなら
ない。 

 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 
    副病院長は，病院長から指示された具体的な事項を担当し，及び病院長が海外渡航等で不在
の場合は，あらかじめ病院長が指名した副病院長が，病院長の職務を代行する。 
 副病院長は，病院長の職務を円滑に遂行させるため，病院の管理・運営等に関する企画・立
案にかかわるとともに，広報の職務又は病院の教育・研究・診療にかかわる職務を分担する。 

    病院長補佐は，病院全体の立場に立ち，病院の管理・運営等に関し提案された企画立案等を
検討し，病院長に提言する。 

 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
 
    管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者が、公益
財団法人日本医療機能評価機構が実施する「2020年度特定機能病院管理者研修」を受講。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 
 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 ２ 回 

・活動の主な内容： 

 以下に掲げる事項を監査する。 

 ・医療安全管理に係る体制 

 ・医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者，医療機器安全管理責任者等の業務の状況 

 ・医療の質・安全管理部の業務の状況 

 ・医療の質向上と安全推進委員会の業務の状況 

 ・その他医療安全管理に関して必要な事項 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 名古屋大学医学部附属病院ホームページにおいて公開 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

柵木 充明 愛知県医師会 ○ 愛知県医師会長

を務めており，医

療安全に精通し

ているため。 

有・無 1 

三島 信彦 AOI 名古屋病院  AOI 名古屋病院 

病院長を務めて

おり，医療安全に

精通しているた

め。 

有・無 1 

長谷川  ふ

き子 

成田・長谷川法

律相談所 

 医療安全管理を

得意とする弁護

士であり，法律に

関する高い識見

を有しているた

め。 

有・無 1 



 
 
 

 
芦田 豊 全国健康保険

協会愛知支部 

 全国健康保険協

会愛知支部長を

務めており，医療

を受ける者とし

て，医療に係る高

い見識を有して

いるため。 

有・無 2 

中東 正文 名古屋大学  総長が指名する

理事・副総長 

有・無 3 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 
 

 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 
  名古屋大学監査室において、病院も含めた全学の業務方法書、規程、内規等の整備状況及び実施
状況、年度計画に基づく組織及び制度全般の運営状況、人事管理状況などについて監査を行ってい
る。 
  また、「東海国立大学機構における内部統制システムの整備及び運用に関する規程」を整備し、
病院も含めた全学の業務状況を確認するため、内部統制委員会を年一回開催することとしている。 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 名古屋大学ホームページに掲載 
 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 
 

 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
 
 
東海国立大学機構役員会をもって充てることとし、病院の経営に関する事項については病院長、又
は副病院長が出席し審議を行うこととしている。 
 
 
 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 ２６ 回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 ２ 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   名古屋大学ホームページで公表 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 
 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年０件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

 名古屋大学ホームページに掲載するとともに、職員に配付している「医療安全ポケットガイド」に

おいても掲載し、案内している。 

 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

１．附属病院における臨床研究成果を➀名古屋教育記者会会員１５社へFax、記者会見を通じて

プレスリリースを行い、②医学系研究科ホームページに研究トピックスとして掲載し、広

く学外・院外に向けて情報発信している。 

 

２．診療内容・医療サービスや診療実績等の医療情報について、附属病院ホームページにおい

て公開している。 

 

３．患者や地域向けに広報誌を作成し、広く頒布している。また、一般市民を対象とした公開

講座を毎年度開催し、地域市民に向けた教育・啓発活動にも取り組んでいる。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

ア. 補助人工心臓を用いた重症心不全治療…心臓移植治療、心臓外科、循環器内科、ICU、麻酔科

、精神科の診療科の他に、看護師、 臨床工学技士、理学療法士（心臓リハビリ）、臨床心理

士、栄養管理部、薬剤部が合同して患者管理を行っています。植込型補助人工心臓治療は心臓

移植適応患者を対象とするため、多職種カンファレンスで適応を審査し、補助人工心臓移植か

ら在宅管理、将来的な心臓移植までのシームレスな重症心不全治療を多職種で行っています。 

イ. 肝臓移植はチーム医療で行っている。（図1） 

ウ. 神経線維腫症1型患者に対して、１５歳までと１５歳以降に分け、それぞれ基本的に診療を担

当する科を決め、他は症状に合わせて診療科を決めるシステムを構築した。１５歳までの診療

システムを示す。（図2） 

エ. 肉腫患者に対するサルコーマボード：整形外科、化学療法部、放射線科、緩和ケア科、外科



、泌尿器科などが参加して、肉腫患者に対する診療方針に関する検討会を月1回開催している 

オ. 骨転移患者に対する骨転移ボード：整形外科、リハビリテーション科、化学療法部、放射線

治療科、緩和ケア科、外科、泌尿器科、乳腺外科、呼吸器内科、などが参加して、骨転移患者

に対する診療方針に関する検討会を月1回開催している 

カ. 大動脈疾患における人工血管治療とステント治療の同時ハイブリッド手術…心臓外科と血管

外科が合同して手術を行っている｡ 

キ. 閉塞性動脈硬化症、血管炎、バージャー病による四肢虚血に対する血管新生療法…循環器内

科と血管外科が合同で適応検討、諸検査、治療を行っている。 

ク. NST、褥瘡対策チーム、RSTなど、複数診療科の医師と看護師、及びコメディカルから 

なる専門チームを整備し、定期回診や職員に対する教育活動を行っている。 

 

 

図 1                      図 2 

 
 
 

 


